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緒 言

§1.は し が き

本報鵠 は昭和45年,肱1{行 政管理庁 より「硬 練 ネー
ッ トワー ク ・シス テ ム の調 査 研 究 」と して 当協会 あ て委 嘱 を うけた 。

本委 嘱 研究 の 目的 は各 省 庁 にお け る電 子 計 算機 利用 の進 展 に応 じて、

政府 全 体 のオ ン ライン ・シス テ ムを 中核 とする 行政 情 報 ネ ッ トワー ク ・

シス テ ム作 成 につ い て今 後 の方 向 を求 め るた めの基 本 的 な 調査 研 究 を行

な うもの と されて い る。

こ のた め に東 京 大学 教授 尾 佐竹衙 博 士 を座 長 に下 記 の メ ンバー に よ る

研究 開 発 会議 を編成 し た。

尾佐竹

稲 葉

秋 山

桐 沢

馬 越

秀

善

御

三

稔

潔

通

東京大学工学部教授

日本経営情報開発協会理事長

東京大学工学部助教授

成践大学工学部助教授

日本経営情報開発協会理事

9月 よ り11月 まで4回 の会議 を持 ち 、 そ の結果 を こsに 報 告 す る。

尚 、 この行 政 情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムに関 しては非 常 に大 きな プ

ロジ ェ ク トで あ るた め、 昭 和46年2月 まで の研 究期 間 では 充 分 な分 析

を重 ね る事 は不 可 能 と思 われ るが、 中間 報 告書 提 出以 後 の作 業 につ い て、

下 記 の様 に計画 をた て作 業 を行 な う予 定 で あ る。

1)業 務 分析 の実 施 ＼

2)各 省 庁 間 の類似 業 務 、統 合 の可 能 性 の分 析 、

(1)コ ン ピュー タ ・サ イズ

(2)地 域 的 広 が り

3)各 省 庁 間 の連 繋業 務 の検討

4)統 合 ネ ッ トワー ク構成 の可 能性 の検 討



5)電 子計算機 の地域的分布の計画作成

6)電 子計算機 の連繋運転の可能性 の追及

7)ト ラヒック ・フローの検討か らネ ッ トワー ク構成 の案 について

を中心 として研究開発会 議を開催す る計画を建て期末報告書作成 を予定

しているe

§2.審 議 経 過

昭 和45年9月8日 よ り11月24日 まで 、研究 開 発 会議 を4回 開催

した 。

第 一 回、 研究 開発 会 議 に於 い ては 、行 政 管 理庁 、 清正 管 理官 よ り、 研

究開 発 会 議 の発 足 の主 旨、 並 び に審 議 計 画 に就 き説 明 が有 り、行 政 管 理

庁保 有 の 参 考 資料 の提 出 が有 っ た 。

こ の非 常 に大 きな プ ・ ジエ ク トを検 討 す る に当 り、行 政 の改 革 と、行

政 情 報 ネ ッ トワー クの シス テ ム とは、 どの程度 密着 させ て考 え るべ きな

のか 、又 中央 と地方 の行政 シス テムは どの よ うに青写 真 を作 る とこ ろ ま

で 考 えを ま とめれ ば 良い のか、 とい う基 本 的 な問題 が協 議 され た が、 将

来 的 には 勿 論 そ の方 向へ進 め るので あ るが 、現在 の ところ では 、 そ こ ま

で 明確 には 望 め ない のが実 状 、 とい う事 に な り、取 敢 えず、 問 題 点 を 多

く採 り上 げた うえ で、 そ の線 に副 うべ く作 業 を考 え る事 となっ た。

委 員各 位 か ら種 々、 今 後検 討 を重 ね るに 就い ての意 見 も出、 協 議 した

結果 、先 ず 、 各省 庁 に於 い て、 現 在 電 子計 算機 を利用 して合 理 化 を行 っ

て い る適 用 業務 の分析 を し、 サ ン プ リン グ的 に ネ ッ トワー クの 出 来易 い

と ころ をつ め てい くの も一方 法 とい う事 とな り、又 一方 、 現 在各 省 庁 が 、

回線 を ど の様 に使 わ れ てい るか具 体 的 に検 討 し、適 用 業務 と併 せ て現 状

と将 来 に つ き、深 く考 え る方 針 が議 題 と して採 り上 げ られ た。

第二 回 の研 究 開 発会 議 に於 い ては、 第 一 回 の会議 で 議論 され た もの を

基 に して 、'行 政 情報 網 に関 す る審 議 事 項 案"と して下 記 の問 題 に関 し
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て討議 した。

その内容は、

① 審議事項 を分類整理

② 官庁が持つべ き情報網の分類整理

③ 各省庁 の計 画、研究 に対 す る審議

④ 通信網設計 の基本前提 について

と4つ の項 目か らなってい る。

① の項 目では、情報網 として、 ソフトウェア(利 用技術)と ハー ドウ

ェアの2面 が考 えられ、

㈹ 情報 の管理、運用

(B)情 報の伝達、処 理

のアン グルか ら問題点 を分類整理し、難易 に応 じて順序づけをして審議

す る手法 の提案 があ り、

② の項 目では、官庁が持っている情報網の分類整理か ら、必要不可欠

な行政情報網 の イメー ジを明らかとすべ き観 点か ら

(勾 定期的、定 式的な情報

倒 地域的広 が りを もち、不特定多数の人が利用す る、あ るいは相

互間の情報。

(C)特 定 の人 が利用 する専門的な情報。

(D)一 般 行政 手段を対象 とす る共通 的な情報

に分類 し、行政情報網 に要求され る機能、必要条件、優先 度な どを明確

にすべ きとあ る。

③ の項 目では、各省 庁毎で、行政 情報網 に関す る検討が進め られてい

る模様 であるが、 共通情報網 として各省庁か ら個別 に出 されている計画、

研究 を分類整 理の上、本研究開発会議で討議す る事が望 ましく、同時 に

各省庁の情報共通利用化の動 きに関す る現状 を具体 的に検討す る事 を望

むこと。
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④ の項 目では 、 通信 網 を 設 計す る為 には、 トラ ヒッ クの物 理 的 な 性質

を分類 、 整 理 し、 そ の基 本 とな る呼 び の性質 、 量 、及 び 地域 的 な分 布 を

明 らか にす る こ と とし て、

囚 呼 ぴ の生 起 分 布

(i)ラ ン ダ ム(iり 定 時 的(liDそ の他

(B)呼 び の保 留 時 間(終 了分布)

(i)指数 分 布 ㈲ 一 定 細 そ の他

(C)呼 び の伝 送周 波数 帯 域(速 度)

(D音 声 帯域(ij)広 帯 域(数 十kHz)㈹ 超 広 帯 域(数 百kHz)

qUビ デ オ(数MHz)

(D)呼 び の サー ビス条 件

ω 非 即 時 ㈹ 即 時 ㈹ 割 込優 先権

これ に つ い て は待 合 せ 時 間、呼 損 率 、 割込 方 策 な どのサ ー ビス

・パ ラメー タか らの分 類

(珂 呼 び の流 れ

ω 一方 向 性 伽 双方 向性 細n対nか1対nか

凹 呼 び量 の分 布

(D地 域 的分 布 ㈹ 方 向性 の分 布

最繁 時 のず れ な ども考 慮 しな け れば な らない 。

◎ その他

呼 び が ア ナ ログか、 デ ィ ジタル か、 要 求 す る信 頼 性、 重 要 性 な

どを前提 条 件 と して考 慮 すべ き こ と。

な どが あ り、 現状(或 るいは 将 来 計画)の デー タを 分類 し、 内容 を十 分

に把 握 して お くこ とが 今 後 の作 業 を進 め る上 に重 要 で あ る ことが 指適 さ

れた。

この問題 を も と に討 議 の結 果 、取敢 えず 、情 報 の性 質 に よっ て分類 し

て行 くこと と し、 全 省 庁 の適 用 業務 を整 理 し、 業 務 の粗 な 分類 を行い 、

、

∀
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この 中 で通 信網 に の る もの の範 囲 で ま とめ る方 法 を考 え る事 となっ た 。

第 三 回 の研究 開発 会 議 に於 い ては 、第 二 回 の会 議席 上 に依 っ て議 題 と

な った 各省 庁 で 現在 電 子 計 算機 で処 理 し てい る業務、 及 び将 来 予 定 して

い る業 務 につ い て、行 政 管 理 庁 よ り提 出 され てい る資 料 に基 づ い て一 覧

表 に ま とめ た もの につ き討 議 した 。

こ の業務 一 覧表 は 、 行政 管 理 庁 が 業務 分 類 として、 す で に区分 け し て

い る手法 に よ り、

(A)集 計計 算業務

(B)定 型 的 管理 業 務

(C)分 析 予 測 業務

◎ 試 験研 究 業 務

の4つ の区 分 か ら作成 した もので あ る。

今 後具 体的 に検討 す るた め に、 更 に業務 分 抗 す る方法 と して、 前 面 業

務 、 後方 業務 との2つ に分 け、 再 検 討 す る こ とにな った。

また、 ファ ックス 網利 用 面 も考 え る可 きだ との意見 が あ り、 そ れ を考

慮 す る こと と した。

以上 、 この研究 開 発 会 議 にお い ては 、具 体 的 な例 を 引用 して検討 し、

通 信 回線 問題 と取 組 む と同 時 に、 併 行 的 に業 務分 析 を行 い 、 ネ ッ トワー

ク も専用 回線 だ け で な く、 電 話 回線 、 フ ァック ス網 等 、種 々な もの を採

り入 れ 、複 合 的 な ネ ッ トワー ク を考 え る事 と し、 適用 業 務 に就 い て も各

省 庁 が 共 通 し て利 用 出 来 る もの を前 面 に押 出 し、 後方 業 務 との、 かね あ

い を分 析 した上 で、 そ の デ ー タ ・ トラ フィ ック等 の算 出 に入 る検 討 を続

け る予定 であ る。`

第 四 回 の研 究 開発 会 議 で は 、 中 間報 告 書 の と りま とめ方 と、 本 会 議 の 基

本 的方 針 が 討 議 され た。
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「
1・ 研 究開発 会議で現在 までに指摘され た問題点

現在 まで4回 開催 された会議席上 で討議 された結果、行政情報 ネッ トワー

ク'シ ス テムを調査研究を行 ううえで・問題 として採 りあげ られた点は、.

○ 業務分析 をす る場合、現在行政管理庁 で電子計算機適用業務 を大 き く
、

①集計 計算型、②定型的管理型、③分析予測型、④試験研究型の4つ に分

類 しているが、 この分類方 法 とは別 に前面業務、後方業務 と2つ に大 き く

分 けての分析 も考え られ るの で、その検討に着手すること。

○ 情報網 を考え る場 合、単一 回線 のみでな くこれを電話回線
、専用回線、

プアックス回線 の3つ の分野か ら検討 す ること
。

○ 各省庁間での連繋業務 を処理す る意味か ら各省庁で現在利用 している コ

ー ド、等標準化 を検討す る必要があること。

等が主体 となって研究が進 め られ ている。

以下 に現時点 までの問題点 を要約 した。

§1.基 本 的 方 向

政 府 は 現 在14省 庁 が約170セ ツbの コン ピュー タを 使 っ てい るが
、

各省 庁 、 各 局 におい て、 機 種 お よび デー タ ・コー ド等 が異 るな ど一 貫 し

た連 繋 の な い ま ふ利 用 が進 展 してい る。

この こ とは政 府 全 体 と し て見 た場 合 、経 済 的な意 味 か ら も問題 があ る

ので 、各 省 庁 の シス テ ムを将 来 如何 に ま とめ て行 くか の方 向づ け を行 い
、

さら に全 体 を一 つ の シ ス テム と して考 え た。 各省 庁 間 を結 ぶ行 政 情報 ネ

ッ トワー ク の青写 真 を作 る必要 が あ る。

この基 本 的方 向 で研 究 開発 を進 め るに当 っ て、 つ ぎ の2つ の 問題 点 が

指 摘 され た。

一1



1)一 つ の シス テ ム化 に伴 う問題

政府 全体 を一 つ の シス テ ムに統 合 す る方 向 にお い て も、各 省庁 の シ

ス テム開発 は あ る程 度発 生 主 義 で行 かない と自由競 争 が助 成 で きない。

シス テムが グ ・一 バ ル に なれ ば な る程 、 細 か い サー ビスは実 行 困難

にな る。 今 後行 政 業 務 を ど こ まで共通 に し、 ど こ まで を個 別 にす るか

とい う分 け方 を明確 にす る必 要が あ る。

い
戸

2)行 政 合理 化 との関 係

行 政 情報 ネ ッ トワー ク の シス テ ムは 、行 政 合 理 化 とどの程 度 密着 さ

せ て考 え るべ きか。

各 省 庁 間 の標 準化 の 推進 が な ければ 、行 政 情 報 ネ ッ トワー クは意 義

の うす い もの に な る のでは な いか。

中 央 と地方 の行政 シス テ ム、 また政府 と民 間 の情 報 ネ ッ トワー ク の

青 写 真 は、 どの よ うにつ くる と考 え るべ きか。

§2.業 務 分 類

政府 の業務 は す べ て に コン ピュー タ化 が進 んで い るが 、 さら に通信 網

を利 用 し コ ン ピュー タ処 理 を進 展 させ るた め に、 行政 業務 の分 析 を行 う

必 要 が あ る、 そ の手 が か りとし て業務 分類 が検 討 され た 。

P

ピ

1)行 政管理庁 の業務分類

行政管理 庁か ら提 出され た業務一覧表はつ ぎの4つ の業務 に分類 さ

れてい る。

(1)集 計計算業務

(2)定 型的管理業務

(3)分 析予測業務

(4)試 験研究 業務

一2一



この分 類 に従 っ て、 各省 庁 別 に コン ピ ュー タ を利 用 す る現行 業務 と

将来 予 想 され る業 務 に分 け て一 覧表 を作成 した。(図 表2-"4参 照)

今 後 の 研究 過 程 に おい て・ さ らに詳細 に、 情 報 ネ ッ トワー クに乗 る業
、

務 の分 析 を行 う予 定 で あ る。

ぺ

3)情 報網 の分類

官庁 の持つ情報 内容 を分類整理 し、 まず必要不可欠 な行政情報網の

イメー ジを明 らか とす るために、つぎの4つ に分類 した行政情報を調

査す ることも考 えられた。

(1)定 期的、定式的な情報

② 地域的広が りをもち、不特定多数 の人が利用す る、あ るいは

相互 間の情報

(3)特 定の人 が利用す る専門的な情報

(4)一 般行政手段 を対象 とする共通的 な情報

これ らの情報は それぞれつぎのよ うな特徴 を持つ と考えられる。

(1)の情報 は、民間 に委 託して処理 させるこ とも可能であ る。

(2)の情報 は電 々公社が計画 している総合通信網 を利用す ることがで き、

む しろ、 ユ「一ザ として積極的 にこれを支 援すべ きであ ろ う。

(3)の情報は必ず しも統一 を急 ぐ必要がない。

(4)の情報は行政情報 ネッ トワー クを必要 とす るもの と考えられ る。

5)前 面業務 と後方業務

各省庁 には前面業務 と後方業務が存在 す るζ考え られ るので この点

に着 目して整理す ることの利点が考えられた、 前面業務は各省庁の個

別 の業務 なので、 システム的には個別 に考えねば ならない。後方業務

は給与、人事、統 計等 のよ うに各省庁共通の ものが多いので、 これは

まつ共通化 して処理 す る必要があ る。つ ぎに、前面業務 のなかで小 さ
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い ものは 回線 につ い て共用 を進 め るの が よい ので は ない か。

.今 後 の研究 過 程 にお い て、 前 面 と後 方 の業務 分 類 に つい て、 さ らに

研 究 を行 う予 定 で あ る。

§5.行 政 情 報 ネ ッ トワー クの 研 究 の進 め 方 に つい て

また本 研 究 開発 会 議 の進 め方 に つ き、下 記 事項 が 提 案 され た。 S
げ

1)討 議 事項 を分類 整 理 す るこ と

情 報 には(1)管 理 ・運 用 の面 と(2)伝達 ・処 理 の面が あ る。(1)と(2)は 独

立 とは い えな い が、 必 ず し も直接 に結 びつ けて 考 え る必要 は ない 。

(1)は各 省 庁 の もつ情 報 の整 理 ・統 合 ・各部 門 毎 の有 機 的結 合 、 情 報 の

供 給 ・棄 却 な どが問 題 にな り、 これ は 行政 事務 に直 接 関 連す る。 これ

に対 し て(2)は 技 術 的 な 問 題 が 中心 とな り、通 信 回線 、交 換 シ ス テ ム、

情 報処 理装 置 に関 す る も ので あ る。

こ の よ うに問 題 点 を利 用 面 と技 術 面 に切 り離 し、 技 術 的 な面 を共 に

考 えて もよい ので は な い か。

い声

2)省 庁 の持つべ き情報網 を分類整理す ること、省庁 の情報内容を次 の

4つ に分類 す る。

(1)定 期的 ・定式的 な情報

(2)地 域 的広が りを もち不特定多数の人 が利用す る、あ るいは相

互 間の情報 。

(3)特 定 の人が利用す る専門的な情報

(4)一 般行政 手段 を対象 とす る共通的な情報

このよ うな情報 の性質 に よって、各省庁 の適用業務 を整 理す ることが

望 ましい。

P
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3)各 省 庁 の計 画 ・研究 に対 す る討 議

各 省 庁 が、 共 通 情 報 ネ ッ トワー ク と して、 現在 個別 に 出 して い る計 原

画 ・研 究 を、 本 研 究 開 発 会 議で 分類 整 理 の上 討 議す る必 要 が あ る。

負

4)通 信網設計の基本前提 につい て

通信網 を設計す るた めに、 トラピックの物理的性質 を分類 ・整理 し
、

その基本 となる呼 びの性質、量 および地域 的な分布 を明らか にしなけれ

ればならない。

4
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《資料) 行政情報網に関する討議事項案

§1.討 議 事項 を分 類整 理す る こ と

情 報網 には ソ フ トウ エ ア(利 用 技術)と ハー ドウエ アの2面 が考 え ら

れ る。 す な わ ち、

(A)情 報 の管 理 ・運用

(B)情 報 ・伝達 ・処 理

こ の うち囚 は ソ フ トウ エア的 な 面 を もち、 各省 庁 の もつ 情報 の整理 ・統

合 、 各 部 門 毎 の有 機 的結 合 、 情報 の供 給 ・棄 却 な どが問 題 とな り、 これ

は 行 政事 務 そ の もの に直 接 関連 す る。 これ に対 して倒 は 技 術 的 な問題 が

中心 とな り通信 回線 ・交 換 シス テ ム ・情 報処 理 装 置 に 関す る もので あ る。

㈱ と倒 は 独 立 とはい えな い が、 必 ず し も直接 に結 び つ け て考 え る必 要

は な い と思 わ れ る。 た とえば ハ ー ドウエ ア を統 合 させ た と して も、 各 省

庁 が 個別 に これ を利用 し運 用 す る こと も可 能 で あ り、 情 報 そ の ものの統

合 とは別 問題 で あ る。

以 上 は 一例 で あ るが 、 問題 点 を分 類 整 理 し難 易 に応 じて順 序 づ け して

審 議 した方 が 、抽 象 的 な議論 を避 け る意味 で効 果 的 と思 われ る。

§2.官 庁が 持 つ べ き情報 網 の 分類 整理す るこ と

情報 内容 をある程度分類整理 し、 まず必要不可 欠な行政 情報網の イメ

ー ジを明 らかとすべ きであろ う。たとえば情報内容には次 のよ うな もの

が考 えられ る。

倶)定 期的 ・定式的な情報

(B)地 域的広が りを もち、不特定多数 の人 が利用す る、 あるいは

相互 間の情報

(C)特 定の人が利用す る専門的な情報

の)一 般行政手段を対象 とす る共通的な情報
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な どで あ る。

た とえば(旬の よ うな情報 は民 間 に委 託 し て処 理 させ る こ と も可 能で あ

りそ の方 が 効 率 が 良い か も知 れ な い。倒 の よ うな ものは 、 電 々公社 が 計

画 して い る統 合通 信 網 を利 用す る ことが で き、む しろ ユー ザ とし て積 極

的 に これ を支 援 すべ きで あ ろ う。(C)は 必 ず し も統一 を 急 ぐ必 要 が な い か

も知 れ な い。 結局 ◎ が 問題 とな ろ うが、 そ の具 体 的 内 容 を 明確 に し て欲

しい 。

いず れ にせ よ、 この よ うな分 類 整 理 に よ り、行 政 情報 網 に要 求 され る

機 能、 必 要条 件 、優 先 度 な どをは っ き りさせ てお く必 要 が あ る と思 わ れ

る。

§5.各 省庁の計画 ・研 究に対す る討議

配付資料(O&MとADPの63頁 、推進事項)に よれば各省 におい

て も行政情報網 に関す る検討が進 められてい るとの事 である。共通情報

網 として現在各省庁か ら個別に 出されてい る計画 ・研究 を分類整理 の上、

本委 員会で討議す る ことが望 ましい。

同時 に各省庁の情報共通利用化 の動 きに関す る現状 を具体的 に検討 さ

れ ることが望 まれ る。
●

§4.通 信 網設 計 の 基本 前提 につ い て

通 信網 を設 計す るた め には トラヒ ック の物 理 的な性 質 を分 類 ・整 理 し

な け れぽ な らない 。 そ の 最 も基 本 とな る ものは 呼 びの 性 質、 量 お よび 地

域 的 な分析 で あ る。 性 質 と して分類 すべ き項 目には以 下 の よ うな ものが

考 え られ る.

倒 呼 び の生 起分 布

ω ラン ダ ム、(ii)定 時 的、 舖 その他

また この 最 繁 時が いつ か とい うこ と も問題 とな ろ う。
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(B)呼 び の保 留 時 間(終 了分 布)

(i)指 数 分 布、 ω)一 定 、 ㈹ そ の他'

(C)呼 び の伝 送周 波 数 帯 域(速 度)。

(i)音 声帯 域 、(ii)広 帯域(数 十kHz)、(HD超 広 帯域

(数 百KHz)、1ψ ビデ オ(数MHz)。

(D)呼 び の サー ビス条 件

(i)非 即時 、 ㈲ 即 時 、 ㈹ 割込 優 先権 な ど

これ につ い ては 、待 合 せ時 間、 呼 損率 、 割込 方 策 な どの サー

ビス パ ラ メー タか らの分類 も必 要 で あ る。

岡 呼 び の流 れ

(i)一 方 向性 、qi)双 方 向 性 、㈹n対nか1対nか 、

(F)呼 び 量 の分 布

(i)地 域 的 分 布 、 ㈲ 方 向性 の分 布

最 繁時 のず れ な ど も考慮 しな けれ ば な ら ない 。

◎ そ の 値

呼 びが ア ナ ログか 、 デ ィジ タルか 、 要 求 す る信 頼 性 、重 要性

な ど も前 提条 件 と し て考 慮 す べ きパ ラメー タ と思 わ れ る。

以 上 の よ う.な物理 的 な性質(・ 内容 は ど うで もよい)が 明確 に分類 され

な け れ ば望 ま しい通 信 網 を考 え る こ とはむ ず か しい。 ,'

このよ うな立場ヵ・ら、 現状(あ るいは将来計画)の デー タを分類 し、

内容 を十分 に把握 してお くことが今後の作業 を進める上 に重要 と思われる。

§4.情 報 ネ ッ トワー クの考 え方

情 報 ネ ッ トワー ク の考 え方 と し て、 つ ぎの 諸 点 が検 討 され た。

(1)行 政 情 報 ネ ッ トワー クの ア ブn－ チ には① シス テ ム資 源 の面 と②

利 用 需要 の 面 か ら の2面 が あ るが、 いず れ もそれ ぞ れ の見 地 か ら の
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最 適化 の追 求 を考 え るべ きで あ る。 しか し、 需 要か ら の ア プ ロー チは、

シス テ ムの 見方 に よっ て情 報 のパ ター ンが 全 くちが っ て くる し、 省 庁

の違 い に よっ て情報 の要 求 が 違 う。

'

(2)各 省 庁 の既 存 シス テムは そ の まXに して、 各省 庁 業務 のな か で 共 通

化 で きる もの を情報 ネ ッ トワー ノに乗 せ る ことを まつ 考 えるべ きで あ

ろ う。 さ らに新 しい利 用 需 要 を統 合 化 す るこ と によ り、 情報 ネ ッ トワ

ー クの進 展 をは か るのが 実 際 的 な方 法 では なか ろ うか
。

■

(3)情 報 ネ ッ ト ・ワー ク の経 済性 につ い ては 、ハー ドウエアの 面 か ら採 り

あ げ るのは 困難 で あ る ので 、 コス ト ・パ フォー マ ンス の面 か ら検 討 す

べ きで あ る。

情報 ネ ッ トワー ク の考 え方 とし て、 つ ぎ の事項 が さ ら に検 討 を要 す

る問題 として指 摘 され た。

1)各 省 庁 間 の イ ン ター フエ イ ス

ィン ター フエ ィ スの問 題 は 早 期 に検 討 す る必要 が あ る。 た と えば 、

防 衛 庁 で は陸 海 空 の5つ の ネ ッ トワー クが で きて し まって 、 イ ン タ

ー フェ イス の点 につい て苦 労 して い る
。

今 とな っ ては、 イ ン ター フェ イス を統 一 す るデ メ リッ トの方 が 、 現

状 の ま ふで い くよ り も大 き'くな るとい っ た状態 で あ る。

イ ン ター フ ェ イス のな い も のは独 自 にや ら ざる を得 な い が、 共 通

の イ ン ター フェイ ス のあ る もの は統合 して行 うべ きであ る。

2)ス イ ッチ ン グ機 能

各 省 庁 間 の ネ ッ トワー ク の方 式 と して、 中央集 中方 式(セ ン ター

が交 換 を行 な う)と 相 互 接 続方 式(各 省 庁 が直 接接続 す る)が 考 え

られ る。 回線 の 節 約 の点 か ら、 中央 集 中方 式 が望 ましい。

この 場合 、 ス イ ッチ ン グ ・セ ン ター の機能 は、 単純 に情 報 伝 達 の
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ス イ ヅチ ン グを行 う もの で あ るが、 各 省 庁 のデ ー タ ・ファ イル の イ

ンデ ック ス的 な機 能 を持 た せ る こ と も考 え られ る。

これ に対 して、 行 管案 の中 央 ス イ ッチ ング機能 は相 当大 きな処 理 機

能 を持 た せ る よ うだ が、 これ よ りも単 に回線 の トラ フィ ックだ け を

中心 にそ の 需要 を考 え て行 くべ きだ と い う問 題 が 指摘 され てい る。

3)プ ア ックス網 を入 れ る考 え方

通 達 につ い ては 、 漢字 が 扱 え る とい う大前 提 が あ るので プア ックス

網 に な ら ざる を得 な い ので は ない か 、 省 庁 では5年 ～10年 さき には

プア ック スが使 わ れ るよ うにな ると思 う。 む しろ省 庁 の プア ックス化

は な るべ く早 く進 め る政 策 を と るべ きで あ る。

今 後 は 電話 、 専用 線 ・プ ア ック ス の3種 を ど う組 み合 わせ て行 くか

が 大 きな 問題 にな る。 コン ピ ュー タ の ネ ッ トワー クと プア ック スの ネ

ッ ト ・ワー クお よび電 話 の ネ ッ ト ・ワー ク と5つ を それぜ れ別 に考 え

て、 そ の後3者 を1つ の もの とし て ど う考 え るか とい うプ ロセス が必

要 にな る。
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2各 省庁における電子計算機利用の現状

本調査研究 を行 うに当 り、先ず各省庁で現在電子計算機 にて処理 してい る

業務 を分析す る必 要があ るので先ず行政管理庁 よ り提 出されてい る資料 に基

づ き、§1各 省庁 におけ る電子計算機導入状況、§2ネ ッ トワークの現状、§3電

子計算機利用業務 お よび業務分類 について調査を行 った。

§1.各 省庁 に お け る電 子計 算 機導 入 状 況

各 省 庁 が 現在 導入 し、 かつ 計画 して い る電 子 計 算機 につ き、 メー カー

別、 規 模 別 、 機種 別 の設 置 、 台数 お よび レン タル料 な どを調 査 した。 そ

の調 査 結 果 は っ ぎの通 りで あ る。

4)各 省 庁 にお け る電 子 計算 機 利用 状 況

44年 度 の設 置数 は151台 で、 そ の うち防 衛 庁が34台(22 .5

%)運 輸省 が24台(16%)通 産省 が18台(11.9%)を 占め て

い る。45年 度 の 設 置数 は170台 にな る予 定 で あ る。(図 表2--1

-1参 照)

●

2)省 庁 別 ・ メ ー カ ー 別 ・規 模 別 導 入 状 況 、

45年 度 の 設 置 予 定 数 を メ ー カ ー 別 に み る と 日 本 電 気 が59台

(34.7%)、 富 士 通 が25台(14.7%)、 日 立 が22台(12.9

%)、 沖 電 気 が17台(10%)ユ ニ パ ッ ク が8台(4.7%)そ の 他

が6台(5.6%)と な っ て お り、8台 は ま だ 未 定 と な っ て い る
。

(図 表2-1-2参 照)

5)省 庁別 ・規模 別 導入 状 況

45年 度 の設 置予 定数 を規 模 別 にみ る と、 大 型 が34台(20%) 、
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中 型 が97台(57.1%)、 小 型 が31台(18.2%)と な っ て い る 。

(図 表2-1-5参 照)

4)メ ー カー 機種別 導入 状 況

45年 度 の設 置 予定 の電 子 計算 機 を メー カー機種 別 に整 理 した のが、

図 表2-1-4で あ る。 ト

5)省 庁別 レン タル料 の調 査

44年 度 の電 子 計 算機 の レン タル 料は 、6,398百 万 円 で、 そ の う

ち、 防 衛 庁が1,149百 万 円(18%)、 運 輸省 が897百 万 円

(14%)、 労働 省 が652百 万 円(10.2%)を 占 め てい る。45

年 度 の予算 は8・329百 万 円が 計上 され てい る。(図 表2-1--5参

照)
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図表2-1-1各 省庁におけ る電子計算機利用状況一覧表

45.&11

省 庁 名

各省 庁 コ ン ピュー タ導入 数 各省 庁 保

有 シス テ

ム数

(45年 度)

44年 度 45年 度 予 定

設置数
『比

率% 設置数
1

比率% 切 替 新 規

総 理 府 2 1.5 5 2.9 一
5 5

警 察 庁 5 53 5 2.9 一 一
2

防 衛 庁 54 22.5 39 22.9 3 5 31

経済企画庁 1 α7 1 α6 一
一 1

科学技術庁 10 66 10 59 一
一 9

法 務 省 一 一 ゴ 06 一
1 1

外 務 省 1 07 1 α6 一
一 1

大 蔵 省
一-〔 一

7 4.6 7 4.1 一 1 7

文 部 省
一 一

5 53 6 55 2 1 "6

厚 生 省 8 53 8 4.7 2 一
8

農 林 省 7 4.6 8 4.7 一 1 8

通 産 省 18 1イ.9 18 106 1 一
18

運 輸 省 24 160 23 155 1 .一

16

郵 政 省
一一

14 93 20 11.8 一
6 20

労 働 省
一

6 59 7 41 一
1 5

建 設 省 8 53 10 5.9 4 2 10

自 治 省
一 一

1 α7 1 06 一 一
1

計
}

151 1・⇒17・ 1・⑪ い ・ 21 149

(行 政 管理庁:

行政 における電子計算機利用状況及 び

高度化 に関す る運営方針 より)
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一
図表2--1-2省 庁 別 ・ メ ー カ ー 別 ・ 規 模 別 導 入 状 況 一 覧 表

45.8.11

メ ー カ ー 名

省 庁 名

総 理 府

警 察 庁

防 衛 庁

経済企画庁

科学技術庁

法 務 省

外 務 省

大 蔵 省

文 部 省

厚 生 省

農 林 省

通 産 省

運 輸 省

郵 政 省

労 働 省

建 設 省

自 治 省

計

比 率%

日本 電 気

大
型

1

4

1

1

2

4

15

中
型

3

1

2

2

1

4

7

15

1

1

小
型

2

1

5

3

1

1

35111

計

4

5

5

2

3

3

7

10

18

1

1

59

34,7

富 士 通

大
型

1

1

2

中
型

5

2

2

3

5

1

12

18

小
型

1

1

1

1

1

5

計

6

2

1

3

4

4

2

5

25

14.7

東 芝

大
型

1

中1小型型

3

2

1

2

2

6

2

5

1}25

1

1

日 立

大
型計

4

2

1

2

6

2

5

25

14.7

1

1

2

1

2

3

2

1

中
型

1

1

3

1

1

2

小
型

159}

卜言
口

2

1

3

1

2

3

4

1

2

3

22

12.9

沖 電 気

大
型

中
型

6

1

1

2

小
型

4

1

1

1

計

10

1

1

1

1

5

ユ ニ バ ッ ク

10 7

大
型

'
中 小
型 型

1

2

1

17151

4

4

計

6

10

2

4.7

8

I
B
M

三
菱

小
型

1

1

2

1.2

大
型

1

1

2

1.2

そ の 他

中
型

1

1

小
型

1

計

1

1

112

未
定

計

5

1

1

1

8

計

大
型

2

4

4

1

2

1

3

5

2

3

4

㈹ 昭和45年 度設置予定数につ き調査した もので ある。

(行 政管理庁:行 政 におけ る電子計算機利用状 況及び高度化 に関す る基本方針 よ り)

1・24・7i

5

34

4.720

中
型

5

1

18

7

4

5

2

5

9

18

15

3

8

1

97

5Z1

小
型

12

1

1

5

2

2

1

1

1

31

18.2

菖

5

5

39

1

10

1

1

7

6

8

8

18

23

20

7

10

1

比
率
%

2.9

2.9

22.9

0.6

59

a6

0.6

.1
40

4

5.5

47

4.7

10.6

15.5

11.8

170}

4.1

5.9

e.6

toO%

一一15～16一
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図 表2--1--3省 庁別 規 模 別導 入 状 況一 覧 表

45.8.11

」

1 省 庁 名
大 型 中 型 小 型 未 定 計 比率%

総 理 府 2 3 5 2.9

警 察 庁 4 1 5 2.9

防 衛 庁 4 18 12 5 39 22.9

経 済企画 庁 1 1 α6

科 学 技術 庁 2 7 1 10 59

法 務 省 1 1 α6

外 務 省
一

1 1 α6

大 蔵 省 5 4 7 4.1

文 部 省
一

5 1 6 55

厚 生 省
}

5 2 1 8 47

農 林 省 5 5 8 47

通 産 省 2 9 7 18 1江6

運 輸 省 3 18 2 25 155

郵 政 省
一 ㊨

4 15 1 20 11.8

労 働 省
一 テ

3 5 1 7 41

建 設 省
一

8 1 1 10

一

59

自 治 省
A.－A

1 1 α6

合 計
一

54 97 51 8 170

比 率% 20 5Z1 1&2 47

¶

100%

㈹ 昭和45年 度 設置予定数 につ き調査 した ものであ る。

(行 政管理庁:行 政 におげ る電子計算 機利用状 況及び高度化 に関する基

本方針 よ り)
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図 表2-1-4メ ー カ ー 機 種 別 導 入 台 数 一 覧 表

45.8.11

一

メー カ

ー 名

日本 電 気

撒

富 士 通

撒

東 芝

撒

日 立

醐

沖 電 気

緻

ユ ニ パ ック

舗

三 菱

撒

IBM

台数

そ の 他

繊
綻
識

機

種

名

NEAC

2200-200 19

FACOM

250-20 6

TOSBAC

5400-20 5

HITAC

8400 6

OUK

1050 6

UNIVAC

1004

　

4

MELCOM

1101 2

IBM

360-40 2

ICD

504 1

2200-400 11 270-20 5 3400-30 4 3010 3 1004 5 1050 1

MEDIC

∬A 1

2200-500 9 230-10 5 3400-41 4 5020 5 9300 2 1107 1

1240 5 230-5{〕 3 3400-51 2 5020F

白

2 9200 1 1108 1

2206
-w

5 270-30 3
DATANET

-30 2 4010 1 9400 1 418]V 1

3100 3 250-25 1 3300B 1 8300 1

OKITAC

5090 2

2200-250 2 250-55 1 5400-20 1 8500-32 1

1103
,一 「

1 250-60 1 3400-30E 1 8410 1

1201 1 3400-40 1 8500 1

1210 1 5400一 1

HIPAC

103 2

2101 1 4200 1

TSK

皿 1

|
12200-300 1 5100 1

2205 1 5400-30 1

2230 1

2250-500 1

5200
1

1

i }
1 !

「

合 計

台数計 59 25 25 22 17 8 2 2 2 8 170台

比率%1 347i'14・7 14.7 12.9 10 4.7 t2 1.2 1.2 4.7 100%i

闇 昭和45年 度設置予定数 につ き調査 したものであ る。

(行 政管理庁:行 政 におけ る電子計算機利用状況及び高度化 に関す る基本方針 よ り)
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図表2--1-5省 庁 別 年 間 レ ン タ ル 料 一 覧 表

45.&11(単 位:千 円)

に 、

＼＼

＼ 年 度
省庁名 ＼ ＼

、

44 45(予 算)

金 額 構成比(吻 金 額 構成 比(%

総 理 府 236,821 57 324,383 59

警 察 庁 41ス555 65 483,407 5.8

防 衛 庁 1.14a787 1ao 1.46ス504 1Z6

経 済企 画庁 106,857 1.7 124,022 t5

科 学 技 術 庁 351,063 5.5 233,768 2.8

外 務 省
'

155228

一 ←,-P

2.1 140,604 1.7

大 蔵 省 453,287 ス1 490,254 59

文 部 省 98,311 1.5 124665 1.5

厚 生 省 632,646 99 730,053 a8

農 林 省 104,598 1.6 152,499 1.8

通 産 省 508,288 80 566,607 68

運 輸 省 89ス406 14.0 1,246,643 14.9

郵 政 省 446,006

P,一'

69 92易555 11.2

労 働 省 651,997 10.2 955,365 11.2

建 設 省 165,694 2.6 224,828 2.7

自 治 省 46,344 0.7 56,578 α7

法 務 省 0 0.0 100,680 1.2

計
|

6,398,686 10〔LO 8.32兄215 10α0

(行 政管理庁:行 政 にお ける電子 計算機利用状況及 び高度

化 に関す る基本方 針 よ り)
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§2.ネ ッ1ト ・ワー クの現 状 ・'・ 一

各省 庁 の 現行 ネ ッ・ト ・ワー ク につ き、 電 子 計算 機 利 用 に 関 す る技術 研

究 会 の資 料 を基 に端 末 機 、 中継 な らび に集 信器 、 トラフィ ック お よび経

費 な どを調 査 し た。 そ の 調査 結 果 は つ ぎ の通 りで あ る。

1}端 末 機 に関 す る調査

省 庁別 の 端末 機 め型 式 、 台数 、 地域別 分 布 な どを調 査 した のが 、 図

表2--2-1で あ る。
㊨

2)中 継 な らび に集 信機 器 に関 す る調査

中継 な らび に集 信 機 器 につ い ては充 分 な 資 料 を得 られな か っ たが、

利 用 技 術研 究 会 の 「政府 省 庁 にお ける オ ン ライ ン ・シ ス テ ム現 況 調査 」

の資 料 を集 録 した のが 、 図表2-2-2で あ る。

5)デ ィ ジ タル ・トラ フィ ック交流 に関 す る調 査

省庁 毎 の東 京 集信 と東 京 配 信 の地 域別 のデ ィ ジ タル ・ トラフ ィ ック

を集計 した の が 、 図表2-2--5で あ る。

じ

4)経 費 に関す る調 査

省 庁別 の中 央 演 算 装 置 、端 末 機 、 中継集 配 信 装 置、 伝送 機器 の経 費

な らび に回 線 費用 ・テレックス 費用 を調 査したのが 図表2-2--4で あ る。

右

5)オ ン ライ ン状 況 地 域別 百分 比表

各 省 で現 在 、 利 用 してい る端 末機 、 回線 数 中 継 並 び に集 信 機 器等 を

地 域 ご とで 占 め るパー セ ン テー ジ を と り、図 に した ので あ るが 、 この

パー セ ン トの数 は 日本 全国 を100と して地 域別 で どれ だ け の比 率 か

を示 した もの で あ る。

今 後は 更 に こ の表 に手 を加 え 地域 的 にみ た ネット・ワークの現状 を検討 す

る材 料 としたい。(図 表2-2--5参 照)

-22-一
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図表2-2-1端 末 機 に 関 す る 調 査 一 覧 表
一 一

-一 一

省 庁 名 端末機

分 類 型 式

,

機 能 分 類 '台 数
単価(千 円) 合価(千 円) 専 属

要員数
保 守 費
(千 円)

地 域 別 分 布
備 考州 ・

入 力 出 力
北海道 東 北 関 東1東 京 東 海 近 畿 中 国 四 国 九

一

警 察 庁

棚 ン
ー 一

PW-1型 テープさ ん 孔 タイプ ライタ

鍵 盤i

紙 テ ー プ

低速印字
紙テープ

・台

261

買取 り

954
買 取 り

248,994

入
440 25,056 15 21 50 35 27 52 19 12

一 』o.

7

物件費を含まな
い

オンラ∫ン PW-2型 テープ送 受信 装置 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 70 買706 買49420 一 1,960 5 6 9 20 4 10 5 4

防 衛 庁

w 各 種 各 種 各 種 835 各 種 415ア64 t519 1ス828 95 78 190 206 60 56 40 9 101
物件費を含まな
い

オ湊 ン 各 種 各 種 各 種 711 45兄480 1,375 25,620 95 82 181 103 34 49 51 1'5 103

外 務 省

オ例 ン 各 種 一 一
18

4

レ ンタル各種

買2.400

しン多レ10,089

貴 兄600 17

各 種
432 22

励

社会保険庁

オの イン さ ん 孔 タ イ プ ・ラ イ タ
鍵 盤
紙テープ

低速印字
紙テープ

410

85
買850

買755

買548,500

買6toO5 =
90,705

ぴ448 23 44 83 118 44 75 54 18 56

メー カ ー別 内訳

あ り

オシラfン

農 林 省

オシラfン

7

農 統DT-501型 室 内装 置

林 野s-T6鍵 盤 さん孔

林 野SK3印 刷 鍵 盤 さん孔

鍵 盤
紙テープ
低速印字 同左

68

19{
買690

買350

買120

§41:ll;
買t560

100

}55

3,700

288
{ 124

10 9 11 20 6 11 6 5 9

A5型 テ レ ック
ス改 良 型

オンライン

運 輸 省

オンライン ST型 テ レタ イプ 端末 機 紙 テ ー プ 低速印字 53 買1,800・ 買95,400 62 2パ00 11 6 2 6 1 5 6 4 12

オンライン 印刷 電 信装 置(コ ンソール 型)
鍵 盤
紙テープ

印 字

紙 テ ー プ
85 買720 買61.200 一

海上保安庁

才力fン

オンライン 13 11 7 12 5 15 4 5 15

気 象 庁

…

オンライン 気象AL、BL型 紙 テ ー プ
印 字

瞬 テープ
261 買2、498 買652,161 一 33 28 65 5 17 47 14 14 43 専属要員不在

郵 政 省

オ励 ン 504テ ープ さ ん 孔 タイプライタ

1

鍵 盤 低速印字
紙テープ

…

紙 テ ー プ
2

レンタル

312

レンタル

624
0 0 2

オ励 ン
104光 電式 テープ読取 機

381高 速 テ ー プ さん孔 機 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ ▲
レンタル264

レン勢レ400

レン勿レ260

レンタレ800 ;
0

0

1

2

50ボ ー 用

200ボ ー 用

労 働 省

醐 ン
LC型 さん孔 タイプ ライ タ

NCR自 動 会計 機

ぽ461-200型 テ ブレ〉ダ付会計機

鍵 盤
紙テープ
その他

低速印字

紙テープ

t581
91

105

買850

買2,840

買t615

買1,173,850

買25a440

買169ろ65

二
507

一
23ス676

15,715

93

‖

175

9

12

242

15

19

152
10

10

124

11

11

262

亮

113

9

9

6]
4

162

11
一ー 一一 → 一ー 一

醐・ほ霊 鑑 鷲 鑓 ・紙 テ ー プ 紙 テ ー プ

5351買t500

10i買5500

買.792500
55,000 _1_ ト

26

11い

62]11i

O10

1; 55

0…

100

0

`; 51

0

77

0
}

(利 用 研 ・オ ン ライ ン班:行 政省 庁 におけ るオ ン ライ ン ・シス テ ム現 況調 査 よ り)-23～24-
■
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図 表2-2-2中 継 な ら び に 集 信 機 器 に 関 す る 調 査 一 覧 表

省 庁 名

中 継 集 配 信 装 置 セ ン タ ー 側 の 伝 送 機 器 伝 送 回 線 回 線 数(50ボ ー換 算)
,

型 式 台 数 場 所 要員数 型 式

[

台 数 場 所 要員数
東京一

北海道
東 北 関 東 東 京 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 その他 市 内 計

警 察 庁 N284A-4SL ↑ 東 京 49 49

防 衛 庁 各 種 17 f95 各 種 18 4県 6 27 88 3 21 14 11 4 20 91 52 357

農 林 省 農 統DT-501型 交 流 装置 8 7県 0 DT-501 8 7県 8 1 2 9
:3

2 2 2 52 1 54

運 輸 省
STAX612型

印 刷 電 信 自 動 中 継 装 置
9 52

一.一 一_

l

l
i海 上保 安 庁

1

XPW-1中 継装置 と印刷電信 集

信装置
4 4県 一 - f 1 2 1 2 1 2 42 9 61

i
{

i気 象 庁
}

気 象AL、BL型 15 10県 一

DCP-92(2)
VCA-940(1)`
PCA-931(1)

4 東 京 50 5 4 3 4 5 2 2 7 161 11 204

エ ー ジ ェン ト ・セ ッ ト 1 東 京 0 25 25 50
郵 政 省

|

L

労 働 省

i

LC型 中継 装 置

LC型 集 配 信 装置

22

46

i
…

ii
5種 4

11

東 京 一 28 48

{

78 4

i

56

|

76 25 49 496 116

{

9ア6

(利 用 研 ・オ ン ラ イ ン班 …行 政 省 庁 に おけ るオ ン ライン ・シス テ ム現 況 調 査 よ り)

一25～26一
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図壼 .2-2-5
デ ィ ジ タ ル ・ ト ラ フ ィ ッ ク 交 流 表 《省 庁 内)

(単 位:件)
o

ご 一1＼
ブロック 名
＼ 、

、

省庁名 ＼＼
、、

、、

東京集配信

一
`

北 海 道 一
一 一_一_㌔ ふ

泉 永万
東 北 関 東

}

東 京 東 海 近 畿 中 国 四 国 九 州 合 計 そ の 他 統 計 主 な適 用業 務 内 容

警 察 庁

東京集 信

一

3,000 6,050 1ス200 8,969 1t800 21,900 5,300 5,870 ↑2200 90,269 841 91,110 運転免許照合、ぞう品照合等

東京配信 30 47 204 8夕69 96 271 58 57 98 9810 81,500 91,110

防 衛 庁

東京集信 1」56 3,010 口58
39380 2,424 2,756 1,410 854 5,892 64220 48tO86 545,086

東京配信 2ス900 58,4ア3 102β93 59380 2ス555 13,284 59557 1a819 55,929 363β70 181,956 545,306

農 林 省

東京集信 20 1,688 二1,078 35,064 35772 生鮮食料品流通情報

東京配信 844 964 1」04 t688 1,032 1」40 972 "1』00 1,096 9840 26,950 56,770
(テ レックス含む)
生鮮食料品流通情報

一

週 差 省

東京集信 35 29 64 72 136 事務連絡照合

東京配信 57 55 72 64 136 事務連絡照合

東京集信 8 25 55 68 2542 2,410 テ レ1

「

東京配信 60 196 59 65 61 459 1,973 2412 テ レ1

海上保安庁

東京集信
(4778252)' 海上保安通信(内 訳なし)

-P'一.

東京配信 (712.997) (4P65255) (4778,252) 海上保安通信(内 訳なし)

気 象 庁

東京集 信 1,057 692 t678 429 1,917 765 531 t610 8,657 8,657 気象資料受信

東京配 信 9750 9750 9750 5,250 9750 5250 5,250 9750
164

,500 64,500 気象登科放送

郵 政 省

東京集信 250 250 250 500

東京配信
!250 250 500

}「

労 働 省

東京集信 14,731 15,475 2ス875 28208 †Z585 56170套 10,964 5,570・ 1ス398 171,774 17t774 広域職業紹介、失業保険業務等

東京配信
,

5,952i 10,480 14,815 28,208
{

ス918 1Z829… 8,549 4β90
.

15,779 112,420 112,420 広域職業紹介、失業保険業務等

(利 用 研 ・オ ン ラ イン班:行 政 省 庁 にお け るオ ン ライン ・シス テ ム現 況 調 査 よ り)

r27～28一



o

(

㎡

r

■

「



●

図 表2-2-4一 経 費

(単 位:千 円)

一 ー一

省 庁 名

.、:ン タ ー 中 央 演 算 装 置'
ガ ライン端末機 オ ン ラ イン端 末 機 中継集配信 装置 センタ側の伝送機器 回 線 費 用 テレックス費 用

}

年間借料㈹購入費(P)人 件 費 物 件 費'委 託 費 年 間経費
年間借料 ・
購 入 費

保 守 費
年 間借料一 物
購 入 費

件 ・

保 守 費

年間借料 ・
購 入 費

物 件 ・
保 守 費

年間借料 ・
購 入 費

物 件 ・
保 守 費

警 察 庁
R

128,898 25,204 55158
一 175,556 P248,994 25,056

P49420
1,960

防 衛 庁
R

8ダt483 342,177 13在546 ,158 1,370,955 415,764. 1ス828 459480 ・25
.620

P

152,470 2,102 3ろ4,375

外 務 省
R

210,042 55,084 54,068 1,197 281,588

R10,089

P9600

各種
452

文 部 省
R

41,944 0 ス777 0 4象721

社会保険庁
R

444β30 149568 269378 141,715 933,886

P548,500

P6tOO5

90,705

在448
22,882

農 林 省
R

51,726 35,882 18,248 89856

P46,920

P2」00

P1.560

3,700

288

124

P50030'
－

t600

P6
,598 1,920 53,042 65800

通 産 省
R

158,723 71」28 51,952 2礼59オ 283」94 , 7
t414

運 輸 省
R168,157

P'1.085,565 19908 48,110 76,656 1,596,554 P95.400↓
"2

.100

P

61,200
一

、 テ

・P

20⑪00 20,000
246

海上保安庁 `

.-一

.

!agO。 一 43,756

気 象 庁
R

1蜘 。一

A
、

166,800 ,

P

652,161
一

P

61〔L930
一

R
41,851 一 210,485 1α032

一

郵 政 省
R295089

p2ス325 84β92 52,000 21,741 462.1971 R624 0

R264

R800

O

o

.

.

P

40,900 600

　

労 働 省
R539302

P4』39793 10ス233 264,258 5,075 1,414,556

P1,175,850

P258,440

P169365

一

23ス676
・15

,715

P799500

p35.000

F88,0PO

P'14ス2po 558,668

建 設 省
R50」36

P252.620 11,077 18,427 79640 '

自 治 省
R

46,544 5,000 8,254 59598 1
|

(利 用研 オ ン ラ イン班 ・行 政 省 庁 にお け るオ ン ・イ ン ・シ ス テ 魂 調 査 よ り)

一29～50一
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図 表2-2-5オ ンラ イ ン状 況地 域 別百 分比 表

(単 位%)

5・5オ

オ フフ

6.3フ ン

回線

数 よ1

147

回線 総 延 長

鷺繊 ⇔
z6>/

W

線
.

麿
f

4.9

回 線

総 延

長
295

ク
ス
奴聾

ク

ス14・5

線 経

1.)

2.)

5.)

4.)

5.)

6.)

z)

8.)

9)

オフ ラ イン端 末機 台数

オ ン ライ ン端 末 機 台数

回 線 数(50ボ ー換算)

回 線総 延長 距 離

回 線経 費

テ レ ック ス台 数

テ レ ック ス経 費

東京 配信(ト ラフ ィ ック)

東 京 集 信(〃)

織

③②

ハ
Z6ス

7'Zi ツクス

経 費

里雪

57

オ
フ
ラ
・

0
饗

機

ス

・
ラ

蚕

♂

縮㊨

㌣

＼

5

②

2
Ω

数

-

線
回

8.5

回 線 総 延

数

10.4

鯨 集イ勇、

東 京 配 信1。,

畿近

オ
フ
Z

ン
・
＼
寸

把落

回
線

東
京
集
信

2

/

任

オ

フ

ラ

イ

ン

./へ藤

④

⑤

集
信＼

線 ＼ 畢

(利 用 研 オ ン ライ ン班:行 政省 庁 にお け るオ ン ライ ン ・シ ステ ム 現 況調 査 より)

一一51～52一





§5.電 子計算機利用業務

行政情報 ネ ッ ト・ワーク ・システムを検討す るに際 し、先ず現在各省

庁 において電子計算機 で処理 してい る業務 を調べ る事 にょ り、そ の問題 .

点及び今後、業務分析 をす る うえ において必要 と思われ るので、行政 管理

庁提 供の資料 に基づ き各省庁別 の電子計算機利用業務一覧表 を作成 した。

(図 表2-5)

一3ろ ←
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§3.図 表2-3電 子計 算 機 利 用 業 務 「覧 表

省庁名

総

理

府

担当部局

統

計

局

U不 用 業 務

O

○

総 務.課 …… 給与計算

統計局分統 計

国 税 統 計 課 …… 国税調査、住宅統 計調査

経 済 統 計 課 …… 全国物価 調査、事 業所調査、小 売物価統計調査

消 費 統 計 課 …… 消費者物価指数、家 計調査、貯蓄動 向調査

労 働 力 統 計 課 …… 就業構造基本調査、労働力調査、労働力特別 調査、労働力改算

調査

受 託'統 計

入 事 院 …… 職種別民 間給与実態調査

総 理 府 人 事 局 …… 公共企業体等給与実態調査 、全国旅行実 態調査

総 理 府 恩 給 局 …… 恩給統計

経 済 企 画 庁 …… 経済観測資料作成集計

防 衛 施 設 庁 …… 駐 留軍職 員給与実態調査

法 務 省 …… 入出管理統計調査、法人登 記調査、被疑者調査、矯正統計調査、

保護観察統計調査

通 商 産 業 省 …… 商業統 計調査

運 輸 省 …… 自動車流動統計調査、車輌 リス ト統 計調査、路線 トラック統計

調査、 ダンプトラック統 計調査、内航船舶統計調査、自動車路線

ター ミナル統 計調査

(行 政管理庁:行 政機関 におけ る電子計算機利用実態調査結果報告書 よ り)

ザ ソ s
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省庁名

総

理

府

警

察

庁

担当部局

統

計

局

官

房

能

率

管

理

課

O

労

建

自

働

設

治

■

利

省

省

○ 運 転車 管理センター

直 ・

用 業 務

…… 雇用動向調査
、賃金構造基本統計調査

…… 建築着工統計調査
、建設施工統計、 公共工事統計調査

…… 地方公務員給与実態調査

…… 北海道職員給与実態調査

…… 建築活動総合統計(建 設省)
、産業連関集計(鳥 取県)

意識調査(総 理府人事局)等

…… ぞ う品照会
・犯罪手 口照会、運転免許不正取得防止照会、

犯 罪統計、交通事故統計

…… 免許 、 違 反、 資料 変 更

|一一
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省庁名

防

衛

庁

担 ㌧当.部 局

陸 幕 資 材 統 制 隊

武 器 補 給 処

施 設 〃

通 信 〃

需 品 〃

北海道地区補給 処

東 北 〃

関 西"

九 州 〃

海幕 需 給 統 制隊

木更津航空補給隊

横 須 賀 補 給 所

呉 〃

佐 世 保 補 給 所

利 用

理

算

管

計

務

ー

事

与

隊

業

衛

人

給

自

給

上陸

補

(

O

(海 上 自衛隊)

人 事 管 理

●'1

業

c

務

●
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省庁名 i担 当 部 局
利 用 業 務

(航 空 自衛 隊)

空幕 需 給統 制処

第1補給所(木 更津)

防 第2〃(岐 阜) 人 事 管 理 整 備 業 務

第3〃(入 間) 経 理 業 務 一般統計(技 能 証明、試験検査統 計、衛生統 計)

輸 送 業 務

陸上幕僚監部第2部 情 報 解 析

衛 内局類別管理宮室 類 別 業 務 ………照合、防衛庁 カタ ログの制定更新、統 計資料の作成

陸幕 中 央 資 料隊 情 報 検 索

通 信 団 通 信 業 務

通 信 学 校 通 信 教 育

庁 空幕航空医学実験隊 航空医学実験

技 術 研 究 本 部 科学技術計算

防大(電 気工学教室)

(航 空学 〃)

(応 用物理学 〃)

(OR〃)

1
]
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省庁名{担 当 部 局一丁 一

経

済

企

画

庁

経

済

研

究

所

計

算

解

析

ユ

ツ

ト

利 用 マ 務

調 整 局 … 経済見通 し、国際収支見通 し、資金需給見 通し

国 民 生 活 局 … 卸売物価分析、消費者物価、 非製造工 業におけ る生産性成果配

分 の計測、国民生活 白書、生活水 準分析

総 合 計 画 局 … 物価 モデル、労働 関係モデル、財政金融分析、中期 マクロモデル、

長期マク ロモデル、産業連関 モデル、地域 モデル、 マク ロ2充

連動 モデル、社会資本分析、農林 漁業計画 モデルの開発 と利用、

社会保障関係分析、中小企業分析、流通分析、技術進歩の測定、

沖縄経済 の計量的分析、輸 出入関数、 消費構造分析

総 合 開 発 局 … 全国総合開発計画、離島振興事業投資効果測定、山村実態調査

調 査 局 … 経済月報、年 間回顧 、海外経済月報、世界経済四季報、年次世

界経済報告、経済白書

調査局統計課 … 経済要覧等、景気分析、 法人企業投 資予測統計集 計

調査局資料室 … 基礎統計整備、成 長率計算、IB、 景気警告指標整備、景気変

動観測資料年報編集

経 済 研 究 所 … 短期予測パ イロッ トモデル、短 期予測 マスター ・モデル、QE法 、

短期予測サ ブモデル、生産関数分析、租税関数、貿易モデル、

法人税転嫁 モデル、購買力平価 、消費関数、長期時系列、長 期

モデル、景気モ デル、資金分析、雇用分析 、物価分析、動学的

産業連用分析、銀行行動分析、資金市場分析、 シミュレーションモ

デル、 その他 の金融分析

国 民 所 得 部 … 国民所得推計

● 竃 こ φ
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省庁名

科

学

技

術

庁

外

務

省

担 当 部 局

航空宇宙技術研究所

計画部計算第1研究室

防災科学技術センター

第5研 究 部

金属 材 料研 究 所

金属物理研究部
物 理 分 析 室

宇宙開発推進本部
実 験 部 計 測 室

官

房

電

子

計

算

機

室

U禾 用 業 務

風 洞 実験 、 飛行 実 験 、 ロケ ッ トの飛 し ょ う実 験 、 フラ イ ト、 自動 制御 、誘 導 制御

境 界 層 、超 音 速 最適 翼 、 衝撃 波 、 機体 構 造 強 度、 熱 空 力弾 性
、 振 動 、 熱伝 達、 翼列

、安 定性 自動 制御

洪 水 計 算 、 地震 波 の スペ ク トル 解析 、 応 答 関数 の推 定

気 象 ・海 象 の デー タ採取 、 解析

スペ ク トル分 析

人工衛星 の追跡、軌道計算、飛 しょ う体 シス テム設計、気象 の研究開発、
実験結果 の処理

官房電子計算機室

人 事 課

会 計 課

電 信 課

旅 券 課
,

経 済 局

情 ㌦報 文 化 局

…… 世論調査 の集 計分析
、 国際関係の推移予測、外交政策

の効果分析

……人事管理

……給与計算、在外経 費の集計
、在外経費配布額 の計算

…… 電信 調査(乱 字 の信頼度の検定
、電信 電送回線の状況)

∵… 旅券審査、旅券冊子作成、二重発 給のチェック、旅券発

給原簿 の作成、旅券統計

…… 特定 の資料 の管理および検索
、貿易統計の検索、調書 の

管理、検索

__海 外広報 資料の在庫管理
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省庁名

大

蔵

省

担 当 部 局

関 税 局 輸 出 課

題財局資金管理課

印 刷 局 総 務 課

国税 庁 東京センター

大 阪 セ ン タ ー

利 用 業 務

関 税 局 輸 出 課 …… 貿易総計、国税統計、減免税統計 、法人企業統計

総 務 課 ・…∵ 税関給与計算

輸 入 課 …… 評価 申告 に関す る調査

監 視 課 …… 犯則統計

主 計 局 …… 国家国公 員給与統 計

理財局資金管理課 …… 本省運用資金の管理、資金管理 に関す る諸統計

財 務 局(部)… … 財務局(部)運 用資金の管理

印 刷 局 総 務 課 …… 日銀 券実績集計、見積 り計算、販売統計、給与統 計、

給与計算

虎 の 門 工 場 …… 生産管理

製 紙 工 場 …… 生産管理

内部事務ADP処 理

○納税者の管理 、申告書 の検算、納付 実績 の確認、未納税者の抽 出、対納

税者文 書作成 な ど

更正決定等ADP処 理

○法人税 調査決議書 の計算作成お よび更正、決定通知書の作成

業務管理資料作成

○所得 税お よび法人税 の申告、調査等 の実績 の集 計分析

税 務 統 計

○法人税税務統計、会社標本調査表、所得税税務統 計

給 与 計 算

不動産課税資料作成

` 可
■
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省庁名

文

β立
同

省

「⑨
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担'当 都 局 利 用 業 務

官 房 統 計 課 官 房 統 計 課 学校基本調査、学校保健統 計調査、教 育構成等調査、

国民 の文化、体 育社会、社 会教育活動 に関す る調査

調 査 課 父兄支 出教育調査、学校卒業者 の進路 状況調査

人 事 課 国立学校教職員給与実態調査 → 人事管理

初等中等教育局財務課 公立学校教職 員給与実態調査、へ き地 学校へ き地条件実

態調査、産炭、 同和、過疎地域等調査

大学学術局学生課 大学卒業(予 定)者 の就職状況調査、学生生活調査

馨ヂ轟 薯藷 国立青年の家利用状況調査

管 理 局 振 興 課 学校法人財務状況調査

管 理 局 助 成 課
'公立学校建物実態調査

管 理 局 指 導 課 小 学校の祝いす実態調査

管 理 局 契 約 課
1.♂

土木建築工事等一般競争資格審査 におけ る業者 の格付

中 央 教 育 審 議 会 政 策の企画立案のたあの基礎 資料 の提 供

緯 度 観 測 所 科 学 技 術 計 算 ○眼視天頂儀、浮遊天 頂儀による緯 度観測 デー タの整約

観 測 研 究 部 計算 たらびに研究計算

OPZT・ アス トロ ラー ブに よ る径 緯 度観 測 デ ー タの整

計算課第1計 算係 約計算な らび に研究計算

へ ○時計群 の比較観 測デー タ処 理計算 ならび に研究計算

○超長波報時受信観測 デー タ処理計算 ならびに研究計算

○気象観測 デー タ処理 計算な らびに研究計算
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省庁名

文

β立
ロ

省

担 当 部 局

統 計 数 理 研 究所

第3研 究 部

国立遺伝学研究所
集 団 遺 伝 部

国 立 国 語研 究 所
第4研 究 部
言 語 計 量 調査 霊

示 用 業 務

業 務 計 算

統 計数 理 の 研究

O地 球潮汐、地震観測 デー タ処理計算 ならびに研究計算

○天文観測 に必要な機械常数、補正値等 の研究計算

○観測 デー タ処理に必要 な常数補正値等 の研究計算

○地球 内部構造、地球 の運動 に関す る研究計算

o数 値計算法 の研究計算

○その他関連す る天文学 および地球物理学研究計算

…_○ 国際極運動観 測事業 中央局業務 計算(天 文経緯度計算、

極運 動計算、週報、月報、年報 デー タ処 理計算)

……○解答誤差 モデル の研究、数量化 に関 する研究、粒子統

計 に関す る研究、交通問題 に関す る統計的研究、森林

調査法の研究、社会 現象 の統計的モデル化 の研究、 電子

計算機 に よるデー タ処理 の研究、周波数応答 関数の研

究、MarkovianProgra㎜ing経 済指標表 の作成、

予測 に関す る研究、Feed-Back理 論 の研究、医学 に

おけ る統計的分析、ORの 手法の研究、 システムプ ロ

グラムの研究その他

集 団 遺 伝 部 ……生物集 団の研究分析

用 語 用 字 調 査__朝 日、毎 日、読売新 聞1年 分 の用語調査

)
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省庁名 担 当 部 局 利 用 業 務

統計調査部集計課 統 計 計 算 ○人 口動 態 調 査(41・42・45)伝 染病 精 密 調 査 、 患者 調査 、

国 民 健 康 調査(42.45)保 険 衛生 基 礎 調 査(424544)

医療施設調査、医療関係者調査,厚 生行政基礎調査(42,

厚 4544)社 会 医療 調 査(4243)国 民生 活実 態 調査(42,

4544・)生 活 保護 動 態 調査 、 厚 生 省生 活総 合 調査(41.

42)薬 事 工 業 生産 動 態 調 査(42.43)国 民栄養 調査(42.

4544)結 核実態調査、被保護者全国一斉調査(4乙43)

医療扶助実態調査、健保、被保険者実態調査、社会福

生 祉施設給与実 態調査、国民年金制度総合基礎調査、母

'1 標本調査、簡易生命表、完 全生命表薬価調査

c 国 立 ガ ン セ ン タ ー 生 物 物 理 部 ……○発がん物質、生体成分 の電子構造の数値計算

| 運 営 部 調 査 課
調 査 課'…'○ 患 者 統 計 と解析 お よび病 歴 管 理 へ の応 用

省 ○特定病類 全国登録 調査処理へ の応用

庶 務 課 ……○給与計算の1部

図 書 館 ・・… ○図書 利 用統 計 処 理

放 射 線 診 療 部 ……○放射線線量計算

○間接撮 影 におけるレス ポンス関数 による測定

臨 床 検 査 部 …… ○肺 機 能 検 査 の デー タ処 理

生 物 物 理 部 ・・一 〇発がん物資、生体成 分の電子構造 と発が ん機構の数値計

算 および染色体 に対 す る発が ん物質 の相互作用計算
1
～

1



ー

昏

O

－

一 一 一} 一一

省庁名 担 当 部 局 利 用 業 務

病 院 研 究

総 合 シ ス テ ム

所 … … ○ 胃集 検方 式検 討 用 ル ー チ ン'

一

厚
が ん セ ンタ ー総 合 シス テ ム… ○病歴 医学情報処理

社会保険庁総務課 総務課機械化準備室… ○健康保険お よび厚生年金保険料徴収

生 機 械 化 準 備 室

年金保険部業務課 業 務 課……○厚生年金保険被保険者の資格記録、年金給付の裁定お よび

支払

省 ○船員保険年金給付の支払

○国民年金被保 険者 の資格記録 お よび保険料納付記録

官 房 経 理 課 官 房 経 理 課 … …○給 与 計算

農 農 林 経 済 局 管 理 課……○農業の基礎構造に関する調査 農産物の生産に関する調査、農業経済に

統 計 調 査 部 関する調査、農産物の流通消費に関する調査、林業`潤 する調査、水産

管 理 課 業に関する調査、統計調査部およひ統 調の人事統計

林 流 通 統 計 課 統 通 統 計 課 … …○市 況 情 報 サ ー ビス

○産 地 情 報 サ ー ビス

農地局建設部設計課 設 計 課 ・・…O用 水路 の 設計 、動 式擁 壁 の構 造力 学 計 算 お よび 数量 計 算

省 農林水産技術会議

共 同 利 用 協 議会 共 同 利 用 協 議 会 ……○試験研究のデ ータ解析、研究手法 の開発

` 」
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省庁名 担 当 部 局 利 用 業 務

食 糧 庁 総 務 部 総 務 部 企 画 課 ……入札予定価 の作成、 パ ラティ計算、生産米価 の科学的分

総 務 課 析需要予測

事 務 改 善 班 経 理 部 主 計 課 ……合計残高試算表、 日次決算 の受払実金額 の集計分類

農 経 理 部 経 理 課__食 糧 および農産物等 の受払実績数量の基本 的デー タの作

成 とその分類集計

業 務 部 需 給 課 ……売却業務

業 務 部 買 入 課__輸 送業務(運 賃 の実 費払)

| 林 野 庁

; 林 帯広営林局経営部 経 理 課 …… 給与計算

」 監 査 課合 理 化 係 利 用 課 …… ○立木売払価格 の分類、集 計、計算

○立木処分 の販売統計

計 画 調 川 測 量計算(面 積、座標 の改算、座標 か らの逆算、縦横総

および高低 計算)

省
林 業 試 験 場 数理統計量 の算出および数値計算

1

調 査 室 企 画 科

{1

、
へ
ふ

」'・
、て ∨^・r1』1・

川 い 一 ミパ:～ 映 こ べ
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省庁名

通

産

商

業

省

担 当 部 局

官 房 調 査 課

デ ー タ セ ン タ ー

調査統計部製表課

貿 易 振 興 局
輸 出 保 険 課

特許庁審査第1部

出 願 課

工 業 技 術 院

計 量 研 究 所

機 械 試 究 新

東 京 工 業 〃

大 阪 工 業 〃

繊 維 工 業 〃

電 気 〃

資 源 技 術 研 究 所

利

経済分析手法 の開発 …"

統

そ の

計

台帳作成、実績および残 高 把握
○契 約者 名簿の管理、海外 商社名簿の管理

出 願'関

審 査 関

統 計

科 学 技 術 計 算
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

用 業 務

○国内一般 経済情報、一般統 計情報
、海外市場情報、海外

貿易統計
○各種経済モデル分析、各種 白書作成 のための分析

、統計分析
、経済分析 のための ソフ トウェアの開発

○工業統計、商業動態統 計、商業実態基本調査
、輸 出入

インボイス統計、貿易業態統計、鉱工業指数、国内、海外企業経営分
析

○炭鉱労働力 の実態分析、 自動車 割賦販売実態調査分析
、研究開発

および技術交通調査分析、情報処理 の動 向分

析、 エネル ギー政策関係分析、公害防 止計画 の策定
金保 険、輸出手形保 険の契約、審査 、保険料徴収、契約

残 高 把握

外商社名簿の管理

○出願書類 の登録、登録 査定、拒絶査 定、 出願番号 の通知
、審査関係書類の発送、担当者への送付、照会

○情報 検 索(ス テ ロイ ド化 合 物 、 原 子炉 、 圧 電装 置
、 潤滑 油合 金 組成

、 マ イク ロ波 、 回路 、 触 媒 に よ る低分 子

有機 合 成 、 光 学 カ メ ラ)

○出願統計、審 査状 況な ど

可 `
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省庁名

運

輸

省

担 当 部 局

官 房 統 計 調 査 部
管理課システム分析室

自動車局整備 部管
理課 自動車登録 セ
ンター

空
部
ぴ
課騨竃

制

航
交
管
笛

船 舶 技 術 研 究所

電 子 航法 研 究 所
管制 施 設 研 究 室

●

U不 用 業 務

シ ス テ ム 分 析 室

自動車登 録 センター

暮驚蒙緯
経 理 補 給 課

原 子 力 船 部

機 関開 発 第2部

推 進 性 能 部

運 動 性 能 部

管 制 施 設 研 究 所

…… ○東 京 圏 ハ イ ヤー ・タ ク シー ・OD調 査 の集 計
、 運輸 省所 管事 業 設備 投 資 計

画 調査 の集 計 、 運賃 変 動 分析 、
EPA法 の 電算 化、 私 鉄 輸 送 分析 、 複合 ター ミナル適正 規 模 決

定 モ デル の作 成 、 産 業 連 関分 析 、 指 数 テー プ

作成

_… ○自動車登録業務 とこれに関す る照会 回答

○自動車検査 内容 の記録
○自動車 に関す る各種統 計

……○霧 麟 駕濃 セ㌶ 覆覆の印刷・配布・情鞭

…… ○東 京国 際 空 港 の使 用 料 算定

__○ 原 子 力 船 の安 全対 策 の理 論 的 研 究 に関連 した数 値 解析

…… ○蒸 気 プ ラ ン トの計算機 制御 の研 究
、 プ ラン ト故障 時 に

関 す る研究

……0400m水 槽 に お け る船 型 試 験 デー タ処 理

…∴・080m角 水 槽 の不 規則 波発 生 機運 転 プ ログ ラム
、 船舶

運転 性 能 計算 コー ドの 開発 、 不規 則 波実 験 デ ー タ解析
一般 研 究業 務

__OATCシ ミュ コレ一 夕ー に組 込 んで
、 航 空交 通 管 制 シ

ス テ ムの改 良 のた め の問題 を研 究 す る。
○航 空交 通 に関 す る統 計 解析 、 トラフィックサンカ レ発生 法

の研 究 ・ モンテカルロ法 によ るATC、 ファース トタイム、
シミュレーションの研究 、衛 星航 法 に関 す る計算 、 電子 航法

に関 す る航 法 科 学 計算 な ど。
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省庁名

運

輸

省

担 当 部 局

港 湾 技 術 研 究所

設計基準部計算室

海 上 保 安 庁
総 務 部 政 務 課

水 路 部 編 暦 課

電 子 計 算 機 室

■

利 用 業 務

設計基準部計算 室__○ 実験観測記録 の自動処理(地 震振動 記録、波浪観測記

録 、水理模型実験、材料試験)
○研究、設計 の解析(港 湾工学全般 に関す る科学技術計

算、自動設計化)
o設 計のルー チン業務 と設計データの解析(安 定計算、

構造計算の部分 的ルー チン化 と処理)

改

編

海

測

海

務

暦

象

量

図

課_…o給 与計算
○巡視船、 てい行動実績統計
○機械室、作業実績統計

課 …… ○位 置天文学 に関す る諸計算

○航海用暦 表類の計算

○天文観測用 の予報 と整 約

○測地観測用 の予報 と整約

○電波航法用 の諸計算

課 ……潮汐観測値 の調和分解 、潮流や波浪観測値 の解体、力学

的深度計算、化学分析処理

課 ……空 中写真測 量の解析、処理、地磁気観測値 の処理、経緯

度の座標変換等

課 ……地図投影法上 の実用計算

海 洋 研 究 室 ……水路業務 の能率化合理化 に関す る研究 計算

` ●
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省庁名 担 当 部 局 利 用 業 務

気 象 庁 予 報 部 予 報 部 通 報 課 ・・…・○気象 情 報 伝 送 サー ビス

通 報 課

運
予報部電子計算室 予報 部電子計算室__O数 値 予報、数値予報モデルの開発(予 報期間の延長、

台風 の進路予報)

予 報 課 …… ○安定度計算、雷 雨予報、大雪予報 のための各種資料作

成(雨 量の統計予想、雷 雨予報 の改善 の開発)

輸 長 期 予 報 管 理 官 …… 長期予報のための各種資料作成(定 量化 の開発)

地 震 課 …… 地震 月 報 の原 稿作 成、 震 央 決 定 、 マ グ ニチ ュー ド計 算、

発展機構 に関す る計算、震源 リス トの作成

↓ 省 統 計 課 …… 気象月報、 気象年報、 地磁気観測

ア 海 洋 課 …… 海洋旬報、 潮汐表、海水 海流分析

気 象 研 究 所 …… 開発、研究 のための諸計算

京都地方簡易保険局
電 子 計 算 課 謹呼 讐㍗ 険藷 一 簡易保険業務(新規契約繍 醐 保険糟 取濫 鵠

郵 務、保険金、還付金支払事務 な ど)

政 電 波 研 究 所 計 算 機 研 究 室 …… 各種 の科学技術用計算、衛星追尾用 の軌道計算、一般研

情 報 処 理 部 究 用 の シ ミュ レー シ ョン、 デ ー タ処 理 、統 計処 理、 利 用

省

ii
l

計 算 機 研 究 室
'

時間別調整事務給与計 算、 プ ログ ラムの開発、共通使用

業務
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省庁名

労

働

省

担 当 部 局

計
課
室

統
菱

蟹

械

労
部

房
査

官
調
機

労 働 基 準 局
労 災 保 険業 務 室

職 業 安 定 局

労働市場 センター

句

利 用 業 務

雇 用 統 計 課 …… 毎月勤労統 計調査

賃 金 統 計 課 …… 屋外労働者職種別賃 金調査、林業労働者職種別賃金調査、

経 済 統 計 課

給 与 計 算管 理 室

労 災保 険 業務 室

地 方 労 働 基 準 局

労 働 基 準 監督 署

労働市場センター

賃金制度調査、給与構成調査、労働時 間制度調査

…… 労働費用調査、労働災害動 向調査、労働組合基本統計調

査、労働争議統計調査

…… 給与計算

…… ○保険料徴収台帳の作成(債 権管理資料お よび統計の作

成)

○保険料給付業務(基 礎資料 の作成、統計表 の作成)

○年 金支払関係業務(支 払額 の計算、国庫金振込 の書類、

通知書 の作成、統 計資料 の作成)

・"…○保険料報告書 または領収済通知書 な どの送付

○支払調査票の送付

…… ○支払調査票の送付

○年金支給決定 の報告

……O労 働市場情報 の提供(求 人 に関す る情報、求職者 に関

す る情報、賃金に関す る情報etc.)

○求人、求職の照合

○失業保険被保険者期間通算被保険者台帳の作成

○失業保険料徴収

保険料徴収台帳の作成
○統 計業務

` ■
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切
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c ●

省庁名 担 当 部 局 利 用 業 務

官房 技 術 調 査 室 計 画 局 …… ○将来人口の推計、建築物等実 態調査 の分析

都 市 局 …… ○街路 事業 費の集 計

住 宅 局 …… 〇一級 建築士試験結果分析

建
国 土 地 理 院
測 地 第3課

官 庁 営 繕 部 …… ○官庁 建物実態調査集計、各種構造物の構造計算

測 地 第 三 課 …… ○天文測量、三 角測量、水 準測量、重力測量、地磁気測

量等 の観測値 よ り最適値を求め る計鈷 写真測量にお

け る座標計算

設 ○給与計算、地 図の在庫率 の計算等

土 木 研 究 所 技 術 調 査 室 …… ○研究 に必 要な基礎的な計算手続 き、透視図化機 を利用

技 術 調 査 官 した河川道路等の線 型計画、 実験制御 の自動化、 マイ

省 ク ロ回線 を利 用 した デ ー タ伝 送方 法、 ア ナ ログデ ー タ

のデ ィジタル化、土木構造物の 自動設計、土木構造 物

の模型実験 による応力解析

建 築 研 究 所 企 画 調 査 課 …… ○各種 の計測記録 の集計整理

企 画 調 査 課

東 北 地方 建 設局
岩 手 工事 事 務 所

○科学技術計算

自

治

官 房文 書 広 報 課
電 子 計 算 室

電 子 計 算 室 …… ○給与実態調査、財政指数表、公共施設状況調査、課税

状況調査、地方公営企業決算状況調査、船舶 に係 る固

著 ・ ・ 定資産価糖 の配分}



§4電 子計算 機利用業務分 類

2)§3に て一表に纏 め られた各省庁におけ る業務か ら、 さらに行政 管理

庁では、その適用 業務を

① 集計計算型

② 定型 的管理型

③ 分析予測型

④ 試験研 究型

と大 きく4つ に分類 して いるため、以下、 この分類に した がって、 「電子 計

算機利用業務 分類表 」を作成 した。(図 表2-4)
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図表2-4電 子計 算機利用業務分類一覧表
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集 計 計 算 業 務 定 型 的 管 理 業 務 分析刊 業務 ぽ 難
一省 部 ,

統 給 技 そ 人 資 生 特管 輸 情 税 資 そ 情 経 シ 需 そ 科 そ

庁 局 術
の

金
●

産

婆
免理

許な

送
◆

報
サ

務
■

料
● の

報 済
ス

テ 要
の

学 の

他

名 名
計 経

冗

在 登 ど 通
1

ビ 保 検 解 分 ム

分
予 技 一

計 与 算 他 事 理 庫 録 信 ス 険 索 他 析 析' 析 測 他 術 般

総 統
・統諜 務li

'

1。 給与計算1 il 1
L理 計 .纐拠理「 。人事管理 。会計青報管理

府 局 。統計 データバンク

L山
。作業管理

! 1

。犯i轍 計 。運転免許不正取得防止照会 1
警 官

房
。交通事致統計

。免許

}

■ 灘 響会 1
1

能
。違反 1」 1

察 率

管 「 　
1

。指紋照会1

。車輌番号照会

理 1
。そ う品照会の品目拡大

庁 課
とILRIイ ヒ1

1
l

l－_ 1

(行政 管理庁;行 政機関におけ る電子 計算機 利用実態調査結果報告書 より)



試験研
究業務分析 予 測業 務定 型 的 管 理 業 務集 計 計 算 業務
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試験研
究業務

分析 予 測業 務定 型 的 管 理 業 務集 計計 算 業 務
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集 計 計 算業 務 定 型 的 管 理 業 務
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集計 計 算業 務 定 型 的 管 理 業 務 分析 予測 業 務 試験研
究業務
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。給与実態調査
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点線 下部 は将来利 用計 画業務
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5.電 子計算機利用にっ き将来 考えてい るもの

§1.今 後利用計画で提示されているもの

前項に て各省庁 の電子計算機利用の現状が明 らか となったが、前項同様

行政管理庁 よ り提出 されてい る資料に基 づいて、各省 庁が今後電子計算機

利用 を予定 している業務につ き今後の業務分類によ る、ネ ッ トワーク構成

の基本資料 として下記の様 に纏めてみた。

◎総 理 府

統 計 局

1)統 計情 報 センターの設立

ほ)統 計処理セ ンター

① 従来 の統計局 の統計調査 の集計を行 うほか、国の行政機関、地)'

方公共団体等の委託 を積 極的 に受 けて、各種統計調査 の集計を行 ご

う。

(2}統 計 データバンク

① 各種統計デー タの蓄積

②

③

④

⑤

⑥

⑦

デ ー タ ・リン ケー ジ

検 索

蓄積 デ ー タの 分析 、加 工 、 処理

Q-Aシ ステ ムに よ る即 時 処理

各 種 統 計調 査 の分析 、集 計 、 プ ログ ラム及 び機 械化 に関 す る コ

ンサ ル タン ト

委 託 計 算

2)統 計情報 処理研修所 の設 置

3)人 事管 理

① 総 理 府 統 計 局 の 全職 員(2500人)に つい て、 給 与計 算 、 給 与
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統 計 、厚 生 経理 の各 業務 を実施 し、以 後 逐次 、 人 事記 録 、 人 事 統計 、

人 事検 索等に 拡 大 す る。

4)会 計情報管理

① 支出負担行為 出納計算

② 物 品管理(備 品管理、消耗 品管理)

③ 旅費計算

④ 予算、決算科 目別編成替へ

⑤ 人件費所要別見込み計算

⑥ 会計統計作成

●

5)作 業管理

① 業務計画 の決定

② 業務実積 の利用

◎ 警 視 庁

官房 能率 管 理 課

1)ぞ う品 照 会 の品 目拡大 と リアル タイム化

① 現 在 の カメ ラ、 自動 車 、 オ ー トバイの ほか、 効 果 的 処 理 の 可能 な

品 目を対 象 品 目 と して増加 し、 第 一線 につ な が る照 会 に対 して は、

リアル タイ ム処理 を検 討 す る。
禽

2)指 紋 照 会

① 指 紋 の数 字 コ ー ド化 或 は、 機 械的 な図 形 認識 に つ い て コン ピ ュー

タに よ る処 理 を検 討 す る。

3)車 両 番 号 照 会

Φ 運 輸省 に おけ る車 輌 登録 業 務 の機 械化 に伴 い、 そ の シ ステ ムの共
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同利 用 を検 討 す る。

㊥

◎行政管理庁

行政管理 局

1)行 政情報 中央 センターの設立

① 各省庁間の情報交換

② データサービス

③ 計算、情 報 システムの開発研究

④ 各省庁電子計算機 要員 の訓練

2)統 計IRの 開発

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

対象統計の種 類、時系列の遡及範囲 の検討

統計類語集及 びデー タ符号の編成

チータの記録 様式 の検討

データの記録媒体 に関す る研究

機器構成に関す る研究

参考文献の収 集、研究 会の開催

統計IRシ ステムの開発

ピ

◎防 衛 庁

各 自 衛 隊

1)補 給 業務

① 装備品の現況 、補給実績、損耗見積、所要 量算定 に必要 な資料の

作成(各 自衛隊)

② 官給管理 、調達管理等 の業務 の機械化(海 上自衛隊及び航空 自衛

隊)

③ 補給業務 の効率的運用のため端末部隊 と各補格処間の伝送網 の整

備拡充(陸 上自衛隊)
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2)人 事業務

① 隊員の各種現況、充足損耗状況 の把握及び予測資料の作成

② 人事行政支援 の諸業務 に必 要な各種作業記録、管理資料 の作成

③ 昇任、補職 及び昇給等人事管理の実施

④ 定員管理及 び定員分析資料 の作成

陸上 自衛隊

航空自衛隊

1)給 与業務

① 各方面区内の全部隊に逐次拡充 す る(陸 上自衛隊)

②44年 度 において中央に増設 され る電子計算機 を もっ て東京近辺

部 隊等 の給与計算 業務 の機械化 を実施 し、逐次拡充 す る(航 空 自衛

隊)

■

中央資料隊(陸 上)

海上 資料作業隊

航空資料作業隊

け 情報検索業務

① 情報資料(一 般情報 及び戦略情報)の 蓄積 整理

② 情報 資料 の検索(随 時検索及び定期的配布)

③ 情報勤務 の管理 4

航空 自衛隊

])航 空気 象業務

① 気象図解析 、予想図作成等

② バッジ組織支援 のための資料の計算

③ 気 象統計 業務
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2)航 空医学実験業務

① 空間諸実験におけ る生体側へ の負荷 条件資料

② 操縦適正`こ関す る人間工学的資料

③ 航空不適性因子追求資料

④ 適性検査研究開発 資料

⑤ 航空事故人的要因追求資料

5)整 備業務

① 整備部門 におけ る人力管理

4)飛 行記録 業務

① 飛行時間集計、諸 手当の計算、統 計資料等 の作成

② 部隊 か ら毎 日飛行記録 をテ レタイプで報告 させ 中央で機械処理を

行 う

5)衛 生業務

① 患者統計業務及び航空身体検査関係業務 につ いて機械化 す る

6)施 設管理事務

① 施 設管理 に関す る資料の作 成

電力管理資料、水道管理資料、熱管理資料、施設維 持補 給報告、

施設作業実施状況 報告、基地施 設基本図報告

海上 自衛 隊

t)艦 船 、航空機用統計業務

① 防 衛方の現況把握

② 艦船 、航空機 の収集 、整 理及び解析

③ 訓練諸記録 の収 集、整理及び分析
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④ 艦船 、航空機用機器故障欠損 に関す る統計

2)経 理事務

① 前渡資 金の請求、交付、執行 、執行後処理及び報告 にいた る事務

を機械化 し、予算執行効率の向上を図 るとともに各種 の契約統計 を

作成す る。

◎経 済企画庁

経済研究所

1)最 適政 策モデル、 システム分析

① 地域 開発計画実施 のためのP.P.B、S.そ の他各種 の最適値 計算 と

システム分析

② 短期経済予測 モデル

③ 経済計画用多部門 成長 モデル

◎科 学技 術庁

航空宇宙技術研究所

1)文 献検索

① 現在実施 しているNASA関 係以外 の他 の文献 を漸次拡大す る

2)給 与計算

宇宙 開発推進本部

1)技 術計算及 び計画管理

① 宇宙開発 のための科学技術計算及びデ ータ処理

② 人工衛星 の追跡業務(軌 道計算)

③ 事業の計画管理
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放射 線医学総合研究所

1)文 献検索

論文 リス ト磁気 テープ化 し、文献検索を行 う。

2)科 学技術 計算

各種 データの解析

金属 材料 技 術 研 究所

1)シ ミュ レ ー シ ョ ン

① 実験 結 果 の予 測 を行 う こ とに よ り、最適 な実 験 条 件 を 設 定 す る。

2)統 計処理

① 実験計画におけ る多変量解析

5)自 動診断

① 金属材料の性 質の良否に関す る診 断

4)金 属 工業 に お け る コ ンピュ ー タ ・コン トロ ール の利 用

① 金 属装 置工 業 の コ ンビゴ ー タに よる無 人 操 縦 こ

◎法 務 省

官房秘書課

電子計算機導 入準備室

1)犯 歴 票管理事務

① 全国49地 方検察庁 で管理 している犯歴 票(犯 罪者氏名、本籍地、

生年月 日、指紋 番号、裁判事項、刑の執行状況 などの記録 一44年

現在約1,500万 件)の 管理を電子計算機 で処理 す る。

なお、矯正、保護行政 におけ る犯罪者に関す る情報 をは じめ刑事
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に関す る諸情 報の有機的連繋づけを積極的 に行ない、総合的 な刑事

情報管理 システムの完成 をめざす。

2)出 入国管理業務

① 外国人、 日本人 の出入国管理及 び外国人の在留管理等に関す る事

務 を電子計算機で処理す る。

3)保 護観察対象者管理

4)給 与 計 算

① 本 省各 局(約1,200人)お よび在 京 各 機 関(約4,000人)に

つ い て、 と り あえ ず実施 す るこ と と し、各 職 種 を選 び実 験 システ ム

を 組 む予 定 。

◎外 務 省

官房電子計算機 室

1)旅 券事務の効率化

① 外務省 自体の旅 券事務 は完全に機械化 済みであるが、今後、都道

府県 との連絡 を機 械化 して旅券 の発給 を更に効率化 す ることを計画

してい る。

なお、法務省 出入 口管理業務 の電算化 が進んだ場合に は、入国す

る外国人の査証事務 につ いて、オ ンラインでデータ交換が行 えるよ

う法務省 と討 議 中。

2)情 報検 索

① デ ィ スプ レ ー装 置 の導 入

② 国会 議 事録 の検 索

③ 二次情 報(省 内 リポー ト)の 集 中管 理 シ ステ ム
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④ 貿 易統計

3)情 報分析(OR)

① 特恵供与の影響分析

② 対 日海 外論調の分析

③ 多数国経済連結 モデル開発

④ 国際政治 関係 シ ミュレー シ ョンの研究

⑤ 技術協力プ ロジェク ト管理運用のための システム

4)官 房 事務

① 職員構造の変化予測

② 在外公館地歴 の管理 システム

③ 物品管理 システム

④ 在外公館 との電信 事務 の自動化

◎大 蔵 省

主 税 局

1)予 算管理

① 予算編成事務

② 予算執行管理事務

2)情 報検索

① 予算関係 事務 の情報検索

理 財 局

1)普 通 財産関係統計及び情報検索

① 関 東財務局本局 直轄財産 につ いて現在実験 中であ り、その結 果が

良好 であれば、全国的に実施 を拡大 する。
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2)管 理事務

① 公務 員宿舎管理業務

② 債権管理 業務

③ 鑑定評価業務

印 刷 局

1)給 与計算

① 本局以 外の機関に適用範 囲を拡大(7,800人)

w

2)生 産 管 理

① 虎 の門 工 場 及 び製 紙 工場(岡 山 、小 田原)、 証 券工 場(彦 根 、静

岡)の 各 工場 にお け る進 度 、 余力 管 理

国 税 局

1)輸 入通関業務

① 関税 の税表分類、税率 、統計 品目番 号及び税額の適否

② 内国消費税 の分類、税率及び税額の適 否

③ 他法令 による許可承認の要否

2)調 査業務

① 輸入貨物 の評価 申告 に係 る取 引の調査 データを一定 の類型 に整理

し、適正 な関税評価上 の判断資 料を作成す る。

② 輸入貨 物の取 引価格 を収集 し、輸入価格の比較及び推移等に関す

る資料 を作成す る。

、
●

5)審 査 業務

① 犯 則 統 計 品 目の充 実

② 共犯 、 臓 物犯 関係 の 系統 図 作 成
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③ その他犯 則関係資料作成

4)人 事記録業務

① 税 関全職員の人事記録 を管理す る。

官 房

1)情 報検索

① 経済統計、業務 統計、内外参考文献 その他各種情報 に関す る全省

的 な情 報検索 システムの導入を検討

2)シ ステム分析

① 景気予測、経済分析の新 しい システムの開発

国 税 庁

1)税 務署 内部事務 の総合的ADP化

① 申告所得税お よび法人税 について、納税 者の管理、 申告書 の検 算、

納付実績 の確認、未納入 者の抽出、対納税 者文書作成等一連 の事務

を総合的 にADP処 理す る。

◎文 部 省

官房統計課

1)統 計業務 の集中

① 各局課で実施 中の各種調査 の統合拡充 な どを行い、学校教育 、社

会教育、学術、文化 の振興 及び普及に必要な基本的チータの体 系整

備 を含 めて情報の集 中処理 システムを完成す る。

2)人 事記録 事務

① 文部省、国立学校の全職員を対象 として漸次実施 す る。
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3)分 析計算

① 中央教育審議 会におけ る長期総合教 育 計 画 の 立案に資す る為教

育現象につ いての年件変数や政策 パラメー タを組 み込 んだマ クロの

計量 モデルの分析 を行 う。

4)情 報 検索 そ の他

① 統 計 デ ー タを中 心 と して各 秒情 報 の蓄積 、 更新 、検 索 お よび 法 人

な ど各 種 台帳 その 他 定型 的業 務 を コン ピュ ー タで 処 理 す る。

緯度観測所

1)技 術 計算 の高度化

① 地球 回転運動の力学的研究、地球物理現象 と地球回転運動の相互

作用の研究 。

② 過去数十年間にわた る極運動及 び乙項 の統一体系化 のための計算。

③ 人工衛星のデ ータを使用 して地球の運動、月、地球 系の運動 の研

究推進 。

2)観 測結 果 の迅 速 処理

① 国際 極運 動 観測 事 業 中央 局 の週 報 、月 報 、 年数 を コン ピ ュム タに

よ る一貫 処 理 で迅 速 に 作 表 、作 図 す る

旦

統計数理研究所

1)統 計数理研究の高度化

① 各研究機関、官庁 、企業体 などにおける統計分析 法の開発

国立国語研究所

1)言 語情報 の研究

① 用語調査 による国語問題 解決 のための基礎資料、 用例等 のIRに
一74一



よる言語情報処理 の基礎資料 を作成す る。

◎厚 生 省

統計調査部

1)管 理業務

① 庶務関係管理 事務 および基礎的資料 の整備

、
白

2)情 報検索お よび情報 サー ビス

① 厚生行政 の政策立案及び判 断の基礎 的資料の整備

5)統 計業務 の向上

① 各種統計表の作成におけ る内容 の質的向上

社会保険庁

1)保 険業務 の拡大

① 船員保険 の年金給付資格記録 及び給付裁定業務 の実施

② 国民年金の年金給付の裁定 及び支払業務の実施

③ 健康保険及び厚生年金保険 にか 妊る保険料徴収 事務 の全国実施

ゼ

促

国立 が ん セ ン ター

1)医 療 情 報 の 即時 処 理

① 情報 発生 箇所 と コ ン ピュー タを通信 線 で直 結 し、 オ ン ラ イ ン リア

ルタ イム シス テ ムを 採 用 す る。

2)管 理業務

ほ)医 事業務

① 診療報酬請 求 事務

② 入院
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③ 外来

② 給食 業務

① 食 品 管 理 、 カ ロ リー計算 、献 立作 成

(3)薬 斉II業務

① 薬 品 管理'

② 在 庫 管 理

③ 需 給 管 理

{4)物 品 管理

①X線 フ ィル ム管 理

、

合
卿

◎ 農 林 省

官房経理課

])給 与計算の拡充

① 給与 の うち控除関係分 について適用を拡大 す る。

農林経済局管理課

1)統 計業務 の充実

① 農林水産 統計調査結果の加工、分析 を充 実 し、質的、量的な向上

を図 る。

農 林経 済 局 流 通 統 計課

1)デ ー タ伝 送 の迅 速化

① 生 鮮食 糧 品 流通 情 報 サ ー ビスに お いて伝 送 速 度 の ア ップ に伴 い、

オ ン ライ ン システ ム に よ る即時 処 理方 式 に切 り換 え る。

"■

農 地 局

1)設 計業務 の充実

① 標準設計
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② 水 の多 目的利用のための水 の使用計画

③ 最有利設計を見 だすための比較設計に よる設計精度 の向上

農林水産技 術会議

1)農 林研究 セ ンターの充実

食 糧 庁

1)需 要予測

① 収集 され る各 種の基礎資料 に基づき、主要食糧の需要予測方式 の

開発

林 野 庁

1)国 有林野 事業管理

① 作業員 の賃金計算`1

② 職 員の給与計算

③ 立木処分 関係

④ 製品処分

◎通 産 省

情報処理 センター

1)情 報蓄積 、検索

① 工業立地関係資料

② 設備投資関係資料

③ 審査許認可関係資料

④ 情報 ネ ッ トワーク(関 係政府機関、関係産業団体)

⑤ 資料管理 システム

⑥ 技術情報 の蓄積
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2)調 査統計

① 生産動態統計

② 輸入承認統計

③ その他市小規模 の調査統計

3)分 析計算

① 工業立地最適 モテノレ

② 業種別景気指標

③ 中小企業診 断モデル

④ エネルギー長期需給 モデル

⑤ マクロモデル作成

⑥ 業種別 需要モデル

⑦ 部門別 需要 モデル

⑧ 業種別構造分析 モデル

4)オ ペ・レーシ ョナル業務

① 機械保険

◎ 特許登録 事務

③ 人事管理 システム(人 事、給 与、共済事務を含む)

④ 物品管理 システム

⑤ 会計支 出決算 システム

5)タ イム シェア リングシステムの導入

◎運 輸 省

統計調査部

1)統 計調査集計

① 近畿圏におけ るパー ソソ、 トリップ調査
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十

②

③

④

⑤

⑥

外航 輸送統計(外 航船舶 の運航実態把握)

内航船舶 の運航 実態把握

新造船工事状況調査

自動車事故統計

空港管理状況調 査

ζ

白
・

白

2)技 術計算

① 空港舗装厚 の設計計算

② 船舶積量測 度業務

3)経 営分析

① 外航 内航 海運 業の経営分析

② 鉄軌道業 の経 営分析

4)解 析予測

"

●

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

航空機 と新幹線 の輸送配分 に関す る調査

パイプライン輸送 に関す る調査

産業連関分析

総合的輸送需要予測 モデルの作成

港湾整備 計画 のための基礎資料整備 解析

港湾都市におけ る土地用調査

空港計画業務 に関す る諸解析

自 動 車 局

1)自 動車検査登録 業務

③ 自動車登録 業務 とこれに関す る照会回答

② 自動車検査内容の記録

③ 自動車 に関す る各 種統 計
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航 空 局 補 給 課

1)需 給管理

① 地方官署(管 制 事務所、空港事務所)に 対 する電子管 の補給 につ

いて、消耗 率、製造者 よりの納期変動縛 を算定し・地方機関へ需給

計画 の デ ー タを配 布 し、在 庫 基準 の是正 、適 性 在 庫 量 の確 保 を図 る。

船舶技術研究所

1)中 央計算 センターの設置

① 船 舶に関す る独創的技術の開発 に対応 して巨大船 、超高速船、原

子力船、新型式船舶等 の研究の高度化 を図 るため、技術計算 データ

解析能力 の画期的な増強のためのセ ンターを設 置す る。

つ

●
・

港湾 技 術 研 究 所

1)計 算 セ ン ター機 能 の確 立

① 研 究 所 の 外部 、 港湾 局 、 地 方港 湾 建 設 局 な ど とデ ー タ伝送 シ ステ

ムで 直 結 し、完 全 な計算 セ ン ターの機 能 を もつ 。

電 子 航 法 研 究 所

1)シ ミュ レー シ ョン

①ATC(航 空 交 通管 制)シ ミュ レー ター、 す なわ ち 、実 際 の航 空

交 通 を用 い る こ とな く、複 雑 な要 素(気 象 等)を 含 む航 空 交通 管制

の状 況 を実 験 的 に作 り出 す装 置 を 完 成 し、 シ ミュ レー シ ョン実験 を

行 う。

■

▲
・

、遠

東京 航空交通管制部

1)航 空機 の異常接近の探査

① 主 として洋上におけ る航空機 の衝 突を避 けるための探査を自動化

す る。
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・

・

隈

海上保安庁

1)水 路業務技術計算

① 観測作業の自動化

② 船上 とのオンライ ン化 に よる測定値 の即時 チェ ック

③ 海図製図、印届ll、補正の即時処理

④ 水路通報の即時処理

⑤ その他水路業務全般 の機械化

気 象 庁

1)ADESS(気 象 資料 自動 編集 中継 装置)の 第2次 計 画

① 東京 一 ワシ ン トン、 東京 一 メ ル ボノレソ間 を高速 度 回線 で結 び 、気

象 資 料 を交 換 す る。

② 府 中米 軍 と高 速 度 通 信 に よ る気 象 デ ー タ交換

2)気 象通信網 の整備

5)給 与 計算

① 本 庁 、東 京 管 区気 象 台 、気 象 大 学校(計2,600人)に つ いて適

用 す る。

.
●

●

≡

4)文 献IR

① 文献 名 、著 者名 、詩 名 、 分 類件 名 、 マ イ ク ロ フィル ム の リール 番

号 を ファ イル し、検 索 す る 。

◎ 郵 政 省

経 理 局

1)給 与 計算

①46年 度 か ら5ケ 年 計 画 で 全 国 の職 員 を対象 と して実 施 す る。
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全体 の対 象人 員 は最終 的 に は約30万 人 とな る予定 で あ る。

2)簡 易保険業務機械化 の拡大

5)経 営管理

(1)契 約統計 ・経営統計の作成

② 長 期予測、収支計画

③ 配当プ ラン立案

④ 保険料計算基礎 の検討

⑤ 生命保 険会社業績評価

貯 金 局

1)台 帳管理

① 地方貯金局の業務 の うち70%を 占め る通常郵便貯金原簿事務 の

機械化 を行 う。

② 他 の地方貯金局 も拡大

③ 定期貯金、定額貯 金、積立貯金等の原箔 事務 について も検討

2)そ の他 の貯金局業務

① 郵便振替 口座事務

② 郵便為替経理事務

③'年 金恩給事務

電波監理局

1)技 術 計算 お よびデータ管理

① 周波 数資源 の開発

② 周波数の国際登録 を的確化す るた めの技術計算

⑧ チャンネルプラン基礎 となる技術計算
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④ 周波数割 当に必要 な技術計算

⑤ 周波数 スペ ク トラル自動記録読取結果の処理

2)台 帳管理

① 周波数原簿

② 無線局原 簿

③ 無線従事者原簿 ':
・

人 事 局(東 京 逓 信 病 院)

1)医 療 管 理

{1}自 動 検 査

① 自動 化 学 分析 装 置を コ ン ピュ ー タに結 合 し、検 査 報 告 書 を 自動

的 に ア ウ トプ ッ トす る。

(2}自 動監 視

① 自動 監 視 装 置を コ ン ピュ ー タに結 合 し、 重症 患 者 の血 圧 、 心電

図 等 の 自動 測 定 、 自動 解 析 を行 う。

(3)人 工 腎 臓

① 人 工 腎臓 を コ ン ピュー タに結 合 し、生化 学 検 査 の結 果 を測 定 す

る。

2)医 事 業務 管 理

(1}薬 局 の 自動 化

① 処 方箋 受 付 、 呼 出 しな どの 自動化 を行 うほ か 、調 剤 お よび薬 品

在 庫 、薬 品 情 報 等 の 自動 化

② 病 歴 管理

① 病 歴 、x線 顎 な どの保 存 を マ イ ク ・ フ・ ル ミソ グ して ・.・ ン

ピュ 一 夕と結 合 す る ことに よ り膨 大 な資 料 の情 報 検策 を行 う。
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{3)自 動問診 と予約

① 患者 の症状 に よる 「科別け」、診療 前の 「検査の指 示」お よび

院 外自動問診時 に 「予約 」を行 う。

◎労 働 省

官房 統計調査部

1)機 械化 対象統計の拡大

① 現在、総理府統計局にて集計 を委託 してい る賃金構造基本統計調

査、雇用動向調査、雇用管理調査の集計を行 う。

② 現在、各部道府県統計主 管課で集計 してい る毎月勤労統計調査、

地方調査の集計を行 う。

③ 求 人等実態調査 、失業保険受給者調査、労働 災害動向調査の集計

および分析 を行 う。

憤

・

・

¶

労働基準局

1)年 金業務 の拡大

① 現在、労働 基準監督署 で処理 してい る年金給付 に関す る支給決定、

変更決定及び受給者管理に係 る事務 を順次 本省 に移管 し集中処理す

る。

職業安定局

1)職 業紹介業務 の即時 処理化

① 現在 のバ ッチ処理方式 を あらため、中央交換装 置 と業務 処理 用電

子計算機 とを超高速回線 に よって直結 す るとともに、電子計算機 の

能力 の増強を図 る。一方安定所 にマークシー ト1り一ダ及び受 信プ リ

ンターを導入 して、従来の求人連絡 中心主義 と異 る求人、求職 の照

合を基礎 に した職 業紹介 の即時 処理方式を とる。

墨

、

・

・

、
●
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◎ 建 設 省

官房 技 術調 査 室,

1)需 要予 測

① 経 済構 造 、社 会 資 本需 要 、 人 口、交 通 量等 の 中期 、長 期 予測(全

国地域)

2)シ ステ ム分析

① 土 地 、住 宅、 公 共施 設 の需 給分 析

② 社 会 資本 整備 の費 用 、 効果 分 析

③ 公 共、 民 間 資 金 の需 給分 析

5)予 算管 理LTI'

① 予 算 コー ド化 と予 算 決 算 の コ ソ ピ=f－ 夕管 理

② 長 期 計画 の進 行 に関 す る 予算 統 制 、

4)情 報 検 索 、

① 行 政 基礎 資料 の収 集 、検 索 シス テム(メ ッ シュ、 デ ー タ シ ス テ ム

等)当

5)行 政 情 報 サー ビス シス テム

① 交 通情 報 、 流通 情 報 、水 防 警 報 、 等 の対 外 サー ビス(情 報 セ ン タ

ーの設 置)

6)施 設 管理

① ダム、 水門 の統 合 管 理

7)内 部 管理,

① 経 理 事務 、物 品管 理
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8)技 術 計算

① 設計、工程管理

土 土 木研究所'

1)観 測の自動化

① 道路 交通 量、河川水位 な どの観測 デー タのオ ンライ ン化

国土地理院

1)台 帳管理

① 測量業者の登録、測量士 及び測量士補 の登録

2)技 術計算

① 地磁気 観測値処理 の拡張、潮汐 の調和解析 、動測量の諸補正、垂

直線偏差、 シオイ ド等 の計算

② 空 中三角測 量の誤差伝播の処理 、測図作 業の工程管理

③ 地図投 影の計算、メ ッシュ ドッ トマ ップの利用

④ 地図の生産 管理

◎ 自 治 省

官房 企画室

1)統 計業務の拡充 ・

① 固定資産概要調書

② 地方公共団体決算状況調査

2)交 付税計算

① 地方交付税額を決定す るため、基準財政需要額、基準 財政収入額

を算出 し、交付基準額を定め る。
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3)デ ー タ蓄 積

① 各 種 の統 計資 料 の うち 、交 付税 算 出お よび 統 計 解析 また は情 報 抽

出 に必 要 とす る もの を常 時 フ ァイル に して お き、 その必 要 に応 じ る

た め の マス ター ファ イル を作成 す る。 このた め入 力 項 目の選 定 お よ

び各省 も し くは地 方 公 共 団体 との デ ー タの交 換 方法 の確 立 を図 る。

.
U

⊆

一

●

づ

、

4)統 計解析

① 地方公共団体 に関す る統計資料につ き、判別分析 、相関分析、回

帰分析、等の解 析および検証を行 い、地方財政施 策検討の資料 とす

る。

5)標 準 シ ステ ム の開 発

① 市 町 村 民税 、 都道 府県 民税 三 個人 事 業税 、法 人 事 業税 、 固 定 資産

税 、 都市 計 画税 、 自動 車 税 、 国民健 康 保 険 、水 道 料 金 、住 民 基 本 台

帳 、 予算 差 引、 地 方 債 台帳 、 給与 、 人事 共 済 等 の業 務 につ いて標 準

シス テ ムを定 め る。

4

・」
二
間

●

6)需 要 予測 、 シ ミュV－ シ ョン

① 財政 需 要 の予 測

② 地 方税 制 シ ミュ レー シ ョン

③ 地域 変 動 モ デ ル
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4p今 後 の 進 め 方

以 上が行 政 情 報 ネ ッ トワー ク研究 開発 会議 で討 議 し、 そ の研究 成果 を 中間

報告書 と して纏 めた もの で あ るが 、今 後 更 に深 く各 分野 を検 討 し、行 政情 報

ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの今 後 の青 写 真作 成 に近 づ く目的 か ら以 下 の様 な観

点 よ り検討 を続 行 す る予定 で あ る。 昭 和46年2月 まで の 具体 的 研究 内 容 に

つ い ては、先 ず 第 一 に進 め るべ き点 として
し

巳

・

忘

§1.業 務 分 析の 実 施

前 回業務 、 後 方 業 務 と両 面 に分 け 、全 省庁 の業務 分析 を行 うのが 当然 で

あ るが取 敢 えず2～5省 庁 に 共通 で あ る と思 わ れ る業務 分析 を行 い、 ネ ッ

トワー ク ・シス テ ム との 結 び つ きの可能 性 につ い て検 討 す る予 定 で あ る。

§2.各 省庁間の類似業務統合の可能性分析

更にそれを広 く考えて類似業務 を打ち出 し、その具体的な例 として採 り

あげ統合 の可能性 を探求す るため、これを分析 し、これ に対 し、

{1)コ ン ピュ ー タサイ ズ

② 地域 的 な広 が り

等 に つ いて ネ ッ トワー ク と して の可能 性 を検 討 す る 。

`
、

沿

,

、ψ

§5.各 省庁間の連 繋業務の検討

類似業務 とは別 に省庁間の連繋業務 を分析 し業務 面でどの程 度の連繋業

務 を持ってい るかを検討 しそれのネ ッ トワークとの関連 を考 察す る。

§4.統 合 ネ ッ トワー ク構 成の 可 能 性 の検 討

業 務 分析 と併 行 的 に 、業 務 分析 とは別 に ネ ッ トワー ク ・シ ステ ムの観 点

か ら検 討 を重 ね 、 どの程 度 の ネ ッ トワー クを必 要 とす るか の構 成 につ き検

一88一



討 す る。

§5.電 子計算機の地域的分 布の計画作成

政府全体 とい う観点か らすれば今後電子計算機 の分布 につ いての計画を

考え る必要 があ り、それ についての考 え方 の基本的問題 点の検討 。

■

§6.電 子計算機の連繋運転 の可能性の追求

既存の電子計算機 につい ては本報告書 に も記 載 されている通 り、機械 の

種類及 び形式が多岐 に亘っ てい る為 当然 ネッ トワー ク ・システムを考 え る

場合他種類等 の電子計算機 の連繋運転 が問題 として採 り上げ られ るので、

その可能性 につき検討す る。

§Zト ラ ピ ック フ ロー の 検 討 か ら ネ ッ トワー ク構 成 の案 に つ いて

各 省 庁 、各 業務 で ネ ッ トワー クを必 要 とす る業務 の トラ ピ ック フ ロー を

分 析 し、 ネ ッ トワ ー ク構 成 へ の基礎 資 料 作 成 へ の足 が か りを求 め る。

、込

ユ

一

◆

以上であ るが、昭和46年2月 までの研究開発 会議 の研究 を重ねて もなお

不充分 な点が多 く残 ることが予想 され、当然長期間に亘 る研究が必要 とされ

ると思 われ るので以 上の検討 を合せた上で も、なお発生 す る新 しい問題 も予

想 され るので、それ らについて検討 す るため 昭和46年4月 以降 も引続 き研

究す る必要 があると思われ る。
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